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一、展開過程および諸形態
二、支配階級の対応
一一一、若干の特質（以上本号）
第二部県下の米騒動烏霞氏運動
で米騒動の社会経済的諸条件
二、農民運動史における米騒動の地位
三、米騒動における農民
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四年前、長谷川博教授の指導のもとに一九一八年米騒動の組織
的調査研究をはじめるにあたって、およそ三つの発展段階を予想
した。この予想は片山潜氏、細川嘉六氏、等先学の諸著作、なか
〔１〕
んずく細川氏が精力的に収集された潅大な史料の概括的検討によ
ってえられたものであった。ここでわれわれは全国的大衆運動の
各地域による特殊性と複雑多様な発展過程に着目したのである。
この夫うな極めてはげしい、且つ変化に富んだ運動は、単に被検
挙者の出身階層の算術的総計や、予審調書の騒動過程のみでは、
その平面的静態的スケッチは得られるにしても、その多様性と動
的性格は到底把握できないと考えたのであった。従ってわれわれ
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岡山県下の米騒動
仕各段階に応じての典型地帯を設定した。そしてこの地域を個別
的に現地調査し、文献の収集、ヒアリング等を行い先学の調査研
究、史料に、新しい史料を加え、米騒動の全性格の科学的究明を
行おうとした。その最初は米騒動の発祥地である富山県魚津市、
水橋町、滑川市を中心とするもので、一九五三年真に行った、こ
の研究は、『「米騒動」の第一段階』として社会労働研究一、二、号
に長谷川博教授と共同で発表した。第二回は、京都、名古屋、神
戸、大阪等の大都市を中心とする第二段階の典型地として神戸を
えらび、一九五四年夏、現地調査を行い、この研究の一部は、学
生諸君の手によって、「新史流」創刊号に特集されている。第三
回は、舞鶴、呉等を過渡とし、山口、福岡、佐賀諸県等の炭坑地
帯を中心とする第三段階の典型地として、北九州の炭坑地帯をえ
らび一九五五年夏三班に分けて踏査した。この結果は学生諸君の
手によって、近日『新史流』第二号に特集される筈である。尚、
神一尺北九州の研究については、長谷川、芝田、増島等によるも
のが、近く発表される予定である。さて以上のような三段階は同
時に、発生地としての、漁村を含む米穀移出港、すなわち魚津。
滑川等の小都市Ｉ三菱造船所の襲う左近代的大工業を有する大
都
市
Ｉ
北
九
州
炭
坑
地
帯
ｌ
の
ご
と
く
、
地
方
中
小
都
市
型
、
大
都
市
型、鉱山型の騒動の典型を代表するものである。更に又漁業、近
代工業、鉱業、中小商工業、手工業等の産業別形態が各段階に応
じて含まれるものであった。しかしながら三回の調査を通じて我
々が充分に果しえなかった課題があった。それは農民の騒動に果
した役割についてである。『米騒動の第一段階』で富山県につい
て次のように書かれている。
『もとよりこれら参加した都市人民大衆の中に近郊の農民の一
部が含まれていたことは事実である。だが総体的にいえば、県
下農民は起ちおくれたようである。……
今日入手した資料の限りでは農村における農民による「米騒動」
は富山県下ではみられない。米価の急騰が直接の契機であり、
在村プロレタリアの未発達な同地方では、貧中農の問に、不安
動揺は広汎にあったが、起ちあがるところまでは到らなかった
のである。いはば騒動のバックを形成していたのである。」と。
この後、兵庫県小田村、福岡県庄司村を調査したが、これらは純
農村地帯ではなくて、農村の米騒動について充分の史料をうるこ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
第
四
回
目
の
現
地
調
査
の
テ
ー
マ
と
し
て
『農村における米騒動』をとりあげた。この場合、単に騒動の起
った地点をとりあげて、その経過と形態を迫うのみではなくて、
むしろ典型的な農村をとりあげ、米騒動前後のかなり長い期間に
わたっての農村構造の変化、農民運動の発展に視点をおくことに
した。かくして長谷川博教授の指導のもとに巨大寄生地主の大土
地所有の多い新潟県、増島の指導のもとに、商品生産的農業が発
展し、農民運動の一つの先進地帯である岡山県をとりあげた。こ
、
、
の場〈ロ県という行政区画をとったのは全く調査の便宜によるも
（４９） 
〆岡山県下の米騒動｡●□●巳OＢ､
のである。統計その他の資料が県単位のものが多く、又、騒動に
対する施策も地方的には県が決定的役割を果しており、一応県別
に整理することが便利だからである。
．本稿はへその岡山県の部分にあたる。岡山県の調査には、法政
大学歴史学研究会の次のメンバーが参加した。酒井明雄側木下
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、
こ
れ
を
南
北
二
班
に
編
成
し
、
北
部
は
主
と
し
て
津
山
市
周
辺
農
村
、
南
部は主として船穂村を調査した。又できうる限り、県下各地に赴
き、史料の収集につとめた。本稿は、これらの史料にもとづき、
増島が執筆したものである。従って、叙述の一切の責任は増島に
ある。内容は二部に分け、第一部では、新聞、ききとり、細川資
料等にもとづき、県下の米騒動の形態的把握につとめ〈第二部で
は、米騒動の社会的経済的基礎の究明から本稿の主題である米騒
動における農民の役割、米騒動の農民運動史上における歴史的意
義の考察に入る。
霞（１）細川氏が中心となって収集された老大な米騒動史料は
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米価の急騰は岡山県下にも深刻な影響を与えていた。米商の思
惑買はこの傾向を一段と強めた、七月一日には岡山取引所は七月
限
、
八
月
限
の
期
米
の
取
引
を
停
止
し
た
。
そ
の
理
由
は
岡
山
が
米
産
地
で
あるにもかかわらず、他市場に比べて異常に高く、これは他市場
にも悪影響を与えるであろう。というにあった。取引所側は、農
商務省鈴木書記官等の市況調査に際して、本省の命令に先手をう
っ
て
、
こ
の
処
置
を
決
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
七
月十日夜来の大豪雨は、暴風をともない、岡山県各地に惨たんた
る被害を与えたｐしかも政府の米価調節策は全く破綻に瀕してい
たｇ外米の輸入も、仲小路農相の『断乎たる処置』の脅し文句も、
米価調節課の新設も、それこそ火に油をそそぐようなものと左っ
（１〕
たのである。連日米価問題を報道していた山陽新報は八月一．日次
のような記事をかかげた。
『白米又騰る。一番困るのは中流家庭、遂に一升四十銭か。」
そして『この主要なる食物の暴騰にあって、最も痛切に打撃を感
ず
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
給
料
生
活
を
な
し
つ
つ
あ
る
知
識
階
級
で
あ
る
」
と
卒
直
に
中
間
諸
階
層
の
困
難
な
状
態
を
訴
え
た
。
更
に
二
日
に
は
『金一、升米一升』の恐るべき日の到来をすら予想した。折しも八
第一部県下米騒動の概要
（５０） 
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岡山県下の米騒動
月八日〉山陽新報は富山県の米騒動の勃発を大々的に報道した。
◇米高から女房一摸（富山県中新川郡東西水橋町の漁民家族）
女子隊玄米輸送列車を襲い
凄惨の気、全町に満つ。
◇
米
高
を
ｌ
咀
う
一
摸
富
豪
の
家
に
土下座して窮状を訴う。
、
、
この民衆特に女房の腿起は、ほとんど生活の途を失っていたどん
底の県民に、共感と行動への意慾をもりたてるものであった。不
安と動揺は全県的に拡まった。その最初の蜂起は八日夜、県北の
真庭郡落合町、英田郡林野町、九日へ苫田郡津山町によって開始
され十日には北部美作地方一帯に拡がり、同じく十日未明には南
部の都窪郡倉敷町に激烈な騒動が展開され、十五日頃にかけて南
部一帯の中小都市、近郊農村地帯に、次々と騒動の波が続いた。
この時期は全国的には、騒動の波が京都、名古屋、神戸、大阪、
東京等の大都市に拡大し、政府が新聞報道を禁止し、天皇、財閥
の寄附によって必死に騒動を鎮圧せんとした時期であった。一方
このような鎮圧策にもかかわらず騒動は十六日から十七日にか
けて山口県宇部、福岡県峰地の炭坑労働者をはじめとして、北九
州一帯の炭坑地帯に拡大したのであるが、岡山県でも十六日には
川上郡吹矢町吉岡鉱山に騒動が起っている。大体この時期から県
下では、大きな大衆運動は終鳩する。しかし大衆の不満は、或い
岡
山
県
北
部
落合町（八日’十三日）
当時落合町は旭川を通じて岡山地方に移出される米の集散地で
あ
っ
た
。
又
註
（
２
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
正
六
、
七
年
に
か
け
て
養
蚕業の発展を基礎として商工業（主として製糸業）がかなり急激
に発展し、農業においても専業農家の減退と兼業農家の増大がみ
、
、
、
、
られる。このような条件の中で、岡山県で最も早く民衆運動が展
、
、
、
、
、
、
開され、且つ蓑統性と計画性があった点で特筆されるのである。
さ
て
、
八
日
夜
、
大
衆
の
不
満
が
高
ま
っ
て
い
る
の
を
み
て
町
有
志
の
会
合
を
開
い
た
が
、
出
席
者
が
少
い
の
で
、
会
合
者
は
手
分
け
を
し
て
各
町
内
の有志を叩き起し、翌朝二時頃より有志会は開かれた。この頃三
百
余
名
の
町
民
は
続
々
と
町
役
場
前
に
つ
め
か
け
て
い
た
。
そ
の
要
求
は
米
は小規模に〉或いは個々的に各地でくすぶりつづけるのであ
る。以上が県下騒動の概括的経過であるが、次に、各地の騒動の形
態と特質について、史料の許すかぎりのべてみよう。北部、南部
に分けた理由は、北部の美作、いわゆる作州と、南部の備中・備
前とは伝統において、あるいは経済構造において、大きな差異が
みられるからである。尚便宜のため『岡山県下米騒動略表」およ
び『県下米騒動発生地略図』を本節の終りに附しておいたから参
照
さ
れ
た
い
。
（５１） 
岡山県下の米騒動
一
、
も
む
、
も
の移出港である富山県東西水橋、滑川と同かしぐ米の移出禁止と簾
、売であった。群集は消防組幹部および各町内より委員をあげこれ
に
事
態
の
収
拾
を
一
任
し
て
漸
く
散
開
し
た
。
（
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陽
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報
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、
二
）
こ
のような大衆運動は数日繰り返された。特に、十二日夜の町民大
衆の町当局への要求は熱をおびてきた。かくして米の移出中止の
要求は町当局によってうけいれられたが、廉売の要求はなかなか
通らなかった。そこで十三日の夜には、業を煮やした町民は米穀
商、町長をおそい、廉売の強要をはかるに到ったのである。以上
のべたような落合町の騒動特に十三日夜の大衆行動は他地方に比
して、かなり計画的なものであった。津山地方検察庁保存の『大
正六・七年刑事裁判原本綴』第三○号、ヘ第五○号判決によれば、
浜田芳蔵、平民上絵師兼新聞通信員（懲役三年）を中心とした全
く計画的な騒擾事件として、十名の懲役、五名の罰金刑を科して
いる。との被告の一人である石原久直二氏（懲役二年）等よりの
、
、
、
几
聴取史料を綜合すると、この裁判記録のようにすべてを浜田を中
心とした数名の計画的行為と考えることはできないが、彼等の指
導がなされ、むしろその指導をのりこえて、若干の暴行が行われ
たことは事実のようである。浜田は山陽新報の落合通信員で地方
のインテリとしてかなり信望があった。そして彼を中心に石原氏
、
、
、
、
等の数名の碁打仲間があった。彼等は政治通であ加ソ地方の物知胸ソ
で刃もあった。富山の騒動の報をきっかけとして彼等釦も町当局に働
きかけをはじめた。町当局は米の移出中止はみとめたが廉売は実
施されなかった。そこで十三日には町当局だけではなくて、各米
穀商や町長宅に直接強力な大衆行動を行い、廉売を強要せんとし
たのである。夕刻、自転車に乗った一人が国司神社に集るようふ
れ歩いた。集った群集には一斗の酒が出され『今晩は電燈が消
えＦ鐘が鳴ることになっているから、その鐘を合図に一同米屋に
押掛け、口口に白米一升二十五銭にせよと怒鳴れ』と伝えられた。
十一時頃本覚寺の梵鐘とともに半鐘がひびきわたり、全町の電燈
が消された。切替スイッチ切断の役は、碁打仲間の一人で料理屋
森本柳太郎という入墨をした侠気のある男がひきうけた、彼は電
気会社のそばに住んでおり、電気の扱いを心得ていた。かくして
町民数百名が街頭に躍り出で、口々に『白米一升二十五銭』と叫
びながら、米穀商、町長宅をおそい、各所で投石した。
以上にみられるように、落合町の騒動は、浜田を中心とする数
名の商人達によって指導されたこと、「そして消防団員を含めて、，
非常に多くの町民が参加したことが特色である。形態としては、
米の移出阻止、廉売を要求して町当局、各巨大米穀商におしかけ
〔３〕
た
富
山
県
の
初
期
の
騒
動
に
近
似
し
て
い
る
。
、
湯原村（九日）
勝山方面に向っていた玄米を積載した荷車二台を青年団員が発
見し、ポンプを引き出し、放水し玄米をずぶ濡れにし、運搬を阻
止。久世町（十日）
（５２） 
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岡山県下の米騒動
かねてから町民の問に米の移出阻止の運動があった○十日午前
五時頃麦俵をよそおって勝山方面より運搬中の荷車二輌三五俵を
発見し、消防団員が警鐘の乱打とともにかけつけ運搬を阻止した。
又町民有志と米商との間に移出中止の話がまとまり、篤志商人が
百俵を限って三十五銭で廉売する申出を示した結果、大事に至ら
なかった。
林野町（九日’十日）
先の暴風雨によって、最も大きな被害をうけた同町では、町民
の問に不安、動揺がはげしく、八・九両日町会議員、商工会員は
その対策を協議し、町長は郡長とも協議した結果、十日岡山に出
張し、←県当局と外米買入の交渉をしようとしていた。もう待ちき
れなくなった町民達は、『米のことで寄合をするから早く来てく
れ』とのふれで続々と町役場前に集合、十一時頃には男女五百名
に達し、口々に米穀商の非をならした。そして二十八名の代表委
員をえらび最大の米穀商倉敷米券倉庫の甲本嘉平に対し移出中止
を交渉させた。代表委員は。日待ってくれ、回答する』という
甲本の返事を群集に報告していたところ、群集の中から、甲本が
玄米を車二台につみ、勝問田方面に在米を隠すかもしれないとい
う声があがった、群集の一団は、西ケ浜の米券倉庫におしよせ、
口々に『町民の膏血を絞る奴をこらせ』と叫び夜明まで倉庫を見
張った。午前七、八時頃に至って、町会議員が在米調査の上何等
かの方法を講ずろ旨を聞き、漸くにして散解しはじめた。十日夕
＝＝ 
刻、町民はふたたび町役場におしよせた。午後○時頃、漸く町当
局、米穀商、警察署長協議の結果、白米一升四十銭にて販売する
旨を決定し、署長は群集に向ってこれを報告したが、群集は署長
の暴言をとらえ、これを弥次りたおす勢であった。しかし、先日
の交渉委員代表が米穀商側が移出中止と廉売の要求を全部容れた
旨、報告したので、漸く家路についた。
津山町（九日’十日）
九日、米価は遂に四十七銭に達した。町内有力者四十数名は米
商、警察署に対し、移出の中止を強く要請した。夕刻、各町内で
は救済方法について協議をはじめた。所が南新座の米穀商が更に
一升四十九銭に値上を発表したのを聞き、二百余名が集団をなし
て米穀商におしよせ、十一日までの値上延期と一升四十銭での売
却を承知させた。一方津山署と当局は消防演習と称して十日二百
余名の消防夫を招集し、要所をかためていた。所が堺橋附近に待
機していた一団は、神一Ｆ行の白米四十俵をつんだ荷車を発見し、
ポンプをむけた。馬は驚いて逃げ出し米は水びたしになって、堺
橋附近は大騒ぎとなった。元警察官であり、当時、美作穀物同業
組合外勤監督であった三好昌蔵氏は当時の事情について次のよう
に語っている。
『津山の騒動の発端をなしたのは「ひけし十人組」でこの人達
は
、
背
か
ら
の
「
火
け
し
」
の
侠
気
を
も
っ
た
人
達
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
「つどめ」（移出阻止）を目的としていたのだ』と。恐らくさき
（５３） 
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に記した有力者四十数名はこれらの人達が中心であったし、消
防夫の中にも、これらの人達が参加していたものと思われる。
又米穀商側では豆臼から一渓や火事の時にやるように倉庫の窓
という窓には味噌を塗り、又ゴロッキの親分達に金を与えて、
Ｌ・騒動をしづめてくれるように頼んで歩いた』のであった。ここ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
前
近
代
的
な
存
在
で
あ
る
バ
ク
徒
や
ひ
け
し
達
が、あるいは町民の意向を代表し、あるいは町当局や警察、米
穀商側について、盛に活動している事実である。これは、何等
自
主
的
な
民
衆
の
組
織
を
も
た
な
い
状
態
で
、
か
な
り
深
く
民
衆
の
生
活
と
む
す
び
つ
い
て
い
た
こ
れ
ら
の
前
近
代
的
諸
集
団
が
騒
動
で
か
な
り
指
導
的
役
割
を
果
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
湯郷村（十日）
午後六時頃村民二百余名菓り、青年団消防組の名義を利用して、
洪水の際の浸水玄米を林野町より買入れ、それを自宅食糧にあて
ていた二名の不正をなじっていたが、次第に米商への激しい非難
となり、遂に米商宅におしかけ廉売を要求するに至った。巡査の
鎮撫により十時頃解散。
福渡村（十日）
十日午後二時、二百余名の村民、警鐘を合図に八幡神社境内に
集合、整然たる村民大会を開く。
一、米価の昂騰と供給不足は中間商人の非道徳的買占売惜しみ
に基因するものありと認む。
二、米価の適度の下落と供給の潤沢を計るべく協同一致の行動
を
と
る
こ
と
。
三
、
協
議
決
定
の
事
項
は
実
行
委
員
を
あ
げ
て
、
実
現
を
企
図
す
る
も
の
とす。
以上の決議案を拍手をもって可決、実行委員をあげて、決議の実
（４） 
施にあたった。
三保村（十日頃）
文書による記録はみられないが、古老よりの聴き取りによって
小規模な騒動があったことが確認される。その一人貝阿弥村右衛
門氏は、地主、友広・中谷、米肥商荒谷を集団でおしかけたこと、
又中須賀の定平という酒屋では久米村、院庄方面からの村民と合
流
し
、
酒
を
強
要
し
た
こ
と
を
の
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
被
差
別
部
落民が中心の小規模なうごきであった。しかし中須賀の騒動では
久
米
村
か
ら
二
人
、
院
庄
か
ら
一
人
逮
捕
さ
れ
、
裁
判
に
附
さ
れ
た
と
い
わ
れる。川辺村（十日頃？）
ゴ
ー
ソ
ー
これも記録にはないが、祭の火に驚いて、村人達が『強訴がく
る』と騒いだことがあったという。
加茂村
『
営
田
郡
加
茂
村
日
誌
大
正
五
年
八
月
二
六
日
起
大
正
十
年
八
月
二八日迄』には次の記録がみられる。
八月十三日火夜米価調節二付一撲起ル。
（５４） 
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岡山県下の米騒動
八月十四日永米価調節ノ件二付東西両村長及其ノ他ノ有志
来場懇談アリ。
聴取０史料によれば、十三日夜、南および藤の木部落の部落民を
中心に、村民も亘軒一軒人が必ず出るように提燈をつけてつげ
（５） 
て歩き』医者や薬屋等の中産層も参加して全村的なものとなっ
た。（農村デロレタリア的な部落民以外は農民の参加はない）そ
して米肥商、高利賃、大地主（牛小作に多くの牛を飼育させてい
るものを含む）等を次々におそい『米を下げにや焼打をやる」と
叫んで米の値下を強要した。
以上、今回の調査で津山市周辺の三保、加茂、川辺の諸村に、
かなりの米騒動があったことが確認された。このことは地方紙に
の
ら
な
い
も
の
で
も
、
各
地
に
多
く
の
特
色
あ
る
米
騒
動
が
あ
っ
た
こ
と
を
示しており、この地方一帯がはげげしい不安と動揺のうちにあっ
たことを知らしてくれる。（尚加茂村三保村等の詳しい騒動経過
については『新史流第三号』参照）
広戸材（十六日）
被差別部落民の妻女が廉売の白米を購入しようとしたが売切
れ、そこへ仕事より帰った男達は食うに米なく、百余名一団とな
り
、
村
役
場
、
米
穀
商
、
荒
物
商
宅
に
お
し
か
け
た
。
・
勝田村（十七日・十八日）
大字真加部の被差別部落民は再三米価値下を要求して大衆運動
を
し
て
い
た
が
十
七
日
二
三
十
名
お
よ
び
十
八
日
の
夕
刻
五
○
名
一
団
と
左
り、村役場および村長宅におしかけ廉売を要求した。
吉野村（八月十六日・十七日、十月五・六日）
字志越の細民部落を中心に救助を村役場へ申し出でたが、村当
局が面会を拒んだので、十七日再び数名の交渉員をあげ村役場に
至り交渉した。当局は臨時村会を開き、白米廉売を申しいでたが
、細民代表は無料供給を主張して譲らず、十九日に至るも交渉は
まとまらず。
尚吉野村は十月五日にも外米買入問題で小規模な紛擾が起され
た。大原村（二十二日）
過日、臨時村会を開き、義金を募集し、廉売をはじめたが、そ
の規定が悪く、売行ははかばかしくなかった。そこへ二十二日一
升につき二銭値上が発表された。村民は大いに憤り、部落公会堂
に集合し、委員を選んでへ村長宅に乗りこみ、白米一升二十五銭、
外米一升十五銭の廉売を強く要求した。
霊（１）山陽新報は明治十二年創立された当時最も有力な岡山
県の地方紙であり県下の米騒動を調査する上の不可欠
の史料である。岡山県下には全部揃ったものは見当ら
ないが国立国会図書館（上野）にある。尚米騒動関係
の記事は一部は細川資料に収録され、叉一九一八年三
月’十二月の県下の大衆運動を要約した岡山県米騒動
仮日誌（法政大学歴史学研究会編）がある。
（２）次に落合町役場の文書より現住人口職業別および養蚕
（５５） 
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岡山県下の米騒動
戸数を掲げておく。
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金川町（十日夜）
現
在
の
御
津
町
で
、
こ
れ
は
旭
川
に
沿
っ
て
福
渡
村
（
現
、
福
渡
町
）
の
下
流
に
あ
た
る
。
福
渡
村
の
村
民
大
会
が
当
日
午
後
二
時
頃
か
ら
開
か
れ
た
ことを考えると、湯原、久世、落合の米騒動なかでも落合町の腿
起
の
報
が
、
鉄
道
を
通
じ
て
或
は
当
時
米
を
運
ん
で
旭
川
を
下
る
船
頭
達
に
よって、福渡から更に当町へと直接伝えられていったものであろ
う。大字金川町民約三百へ鯨波を作って町内をねり歩き、宇甘川
観波橋詰碩に集合し、口々に廉売を叫んだ。町内有志、吏員、警
官がはせつけて鎮撫した結果、総代をえらんで、白米の値下、外
米移入等につき対策を協議することになった。
水田村（砦部町）（十日夜）
本村も落合町に近く、旭川の上流にある。数日前より不穏であ
■◎ 
鼎つ＠℃
博僥、
澤博
］。＠①
》凶『つ
謹
（
３
）
落
合
町
の
騒
動
経
過
に
つ
い
て
は
、
法
大
歴
研
発
行
の
『
歴
研
通
信
第
三
号
』
小
宮
源
次
郎
、
岡
山
県
美
作
に
お
け
る
調
査
報
告参照。
（４）福渡村の騒動形態と近似したものとして後述の金川町
（
旭
川
下
流
に
あ
た
る
）
を
参
照
。
（５）加茂村小中原在住高橋智賀さん（当時、教員の妻、現
在
薬
局
経
営
）
よ
り
の
聴
取
。
岡
山
県
南
部
（５６） 
節鱗辮 ＃ ７ 
岡山県下の米騒動
■－－■ 
ったが、群集は先づ米麦輸出入の通路を監視するため京根橋およ
び湯上の二ケ所に立番して警戒するとともに、一方村役場におし
かけ救済策を要求した、応援巡査の来着と廉売によって鎮撫した。
以上のように本村の騒動は、湯原へ久世へ落合と同じく、米の移
出阻止、役場への救済要求であり、前記各町村の影響が大きかっ
たと推察される。
倉敷町おョよび近郊（十日’十三日）
倉敷町は岡山市ととも便南部平原地帯の商工業の一大中心地
であった９従って、倉敷町への騒動の波及は、近隣の市町村に大
きな影響を与え、南部一帯が不安と動揺の色を深めたのである。
さて、十日に至るや、
一、心ある者は十日午後八時より九時迄に阿智神社境内に集合
下
さ
れ
度
候
「
貧
民
中
というビラが町内所々にはり出された。午後八時頃、町民は続々
と氏神境内に集り、九時頃には一千有余の群集となり、関の声と
ともに、次々と大米商宅をおそった。特に、米の買占をしている
とみられる駅前の「丸三」や「根岸商店」ははげしくおそわれ、
硝子二Ｆ障子が破壊された。又町内の富豪、北田久衛門宅もおそ
われた。倉敷署は岡山署より二十一名の来援をうけ鎮撫につとめ
た。群集は深更とともに次第にその数を減じ、翌日午前三時頃漸
く散解した。
十一日には頁煽り、買占めの大米商に対する不満の噂は次第に
町内に拡がり、町民の緊張は一層強まった。警察当局は厳戒体制
を
と
る
一
方
、
大
原
・
大
橋
の
両
富
豪
は
協
議
の
上
、
一
万
円
の
寄
附
を
町
当局に申し出た。しかし、その寄附金も、十二日よりこの金を基
金
と
し
て
一
升
三
十
銭
に
て
廉
売
す
る
と
い
う
臨
時
町
会
の
決
定
も
、
こ
の
町
民
の
昂
奮
を
し
づ
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
こ
の
寄
附金による町会救助者を名簿に記し、汚名を永遠に残す決議をし
たのは町民を侮辱するものだ、制裁を加えよ、こういった噂さえ
拡まった。午後九時頃より参集した群は、今度は警察署前に集合
して、弾圧の非をなじり、転じて数隊に分れ、前夜の九三、根岸、
北田等を繰り返し、おそい－，層はげしく戸障子等を破壊し、米、
麦を街路にふりまいた。鎮圧の警官は提灯めがけて石をなげつけ
られ、手のつけようもなかった。いまや、警察の力も、富豪の権
威も町内有力者の力も、町民達は信用しなかったのである。更に
群集の一部は隣村、帯江村や万寿村に長駆し、村民とともに有名
な買占め商識人亀山の精米所をおそい、あるいは難波呉服店をおそ
った。又富豪の多い隣村酒津村でも騒動が起り、早島町の騒動は
はげしさを加え、倉敷署より応援巡査を派遣する有様であった。
倉敷町一帯は一時、まさにこうした群集の天下であった。群集
は街燈、軒燈を消し、次々と大米商をおそい、漸く引きあげたの
は翌朝三時を過ぎるころであった。
十一一日、十三日夜もかなりの大衆的示威がくりかえされたので
あるが、なかでも十二日夜の万寿村では、米商平松宅をおそい、
（５７） 
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屋根、瓦をぬき、戸障子、物品等手当り次第投げ出し妻じい勢で
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
な
倉
敷
町
の
騒
動
は
、
襲
撃
対
象
は
主
と
し
て
米
の
買
占
商
人、富豪であり、警察署も群集の非難攻撃をうけていること、要
求は簾圭沌寄附金であるが、これらを一致して要求するというよ
、
、
、
、
、
０
は
、
買
占
商
人
の
不
正
に
対
し
て
復
讐
的
暴
行
を
加
え
た
と
い
っ
た
方
が
適
当
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
反
対
に
、
か
ね
て
信
望
の
あ
る
大
原
家
は
攻
撃
を
うけていない。群集は千人をこえる大規模なものであり、しかも
数隊に分れ、次々と攻撃をくりかえし、隣村にまでおよんでいる。
又、参加者は近郊の農民をも含んだ多様な職業よりなり、全人民
的な様相を呈している。たとえば、この一端を示すものとして、
「予審終結決定」における被告十二名の職業別は次の通りである。
商人３（古物商、米穀商、青物行商）農業および兼業３（農業、
農兼魚商、農兼大工職人、労務者４（大工、左官、仲仕、木遣り
（６） 
職
）
紡
績
工
１
店
員
１
饅
（
６
）
倉
敷
市
の
騒
動
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
、
次
の
史
料
を
か
か
げ
て
お
く
、
予
審
調
書
お
よ
び
山
陽
新
報
と
照
合
し
て
、
大
体
正
確
と
思
わ
れ
る
。
但
富
山
県
の
記
事
の
掲
げ
ら
れ
た
の
は
山
陽
新報は九日ではなくて八日、
『天領倉敷物語』より
「米騒動見聞記』倉敷市本町黒川清一氏（当時翠才）
黒
川
氏
は
現
古
物
商
、
当
時
青
年
団
支
部
長
で
こ
れ
は
同
氏
が
当
時の日記によって昭和二十五年から二十六年にかけて書か
れ
た
も
の
。
大
正
七
年
八
月
十
日
町
内
諸
所
に
左
の
如
き
貼
紙
あ
り
、
文
に
曰
く
『
心
あ
る
者
は
十
日
午
後
八
時
よ
り
九
時
迄
に
阿
智
神
社
境
内
に
集
合
下
さ
れ
度
候
貧
民
中
蓋し、本年は世界大戦の影響にて我国経済界に大変調を来し
諸
物
価
昂
騰
せ
り
。
殊
に
米
七
月
中
旬
よ
り
乱
騰
せ
り
、
八
月
八
日
に
は
白
米
一
升
金
四
十
七
銭
、
玄
米
一
石
四
十
六
円
五
十
銭
。
翌
九
日
に
は
白
米一汗五十銭という風に奔騰した為に労働者は殆んど生活難に
苦しむ有様であった、偶台昨日（八月九日）の各新聞に富山県
下
の
漁
民
の
妻
君
大
勢
が
申
合
せ
て
米
穀
商
に
到
り
米
価
値
下
の
交
渉
の
結
果
乱
暴
を
行
ひ
し
記
事
が
掲
載
せ
ら
れ
た
。
折
も
折
と
て
午
後
に
は
米
価
値
下
げ
に
関
す
る
町
内
大
会
と
か
或
は
、
米穀商へ残らず手分交渉とからの浮説流布さる・果せる哉此夜
鶴
取
山
に
会
合
す
る
者
壱
千
余
名
に
及
ぶ
、
而
し
て
群
衆
中
に
不
穏
の
言
諸所に起る。
当
時
余
の
知
友
藤
原
隆
蔵
氏
（
元
巡
査
、
当
時
小
新
開
発
行
人
）
（
現
存
者
）
小
高
き
所
に
立
ち
大
声
叱
呼
、
先
づ
米
価
暴
臘
に
因
る
生
活
難
を
説
き
出
せ
ば
群
衆
は
拍
手
し
て
之
を
激
賞
す
。
続
い
て
値
下
げ
の
方
法
に
就
い
て
税
か
む
と
す
る
時
、
赤
沢
某
外
数
名
者
議
論
は
無
用
な
り
今
よ
り
直
ち
に
米
穀
商
に
到
り
交
渉
す
べ
し
と
大
声
叱
呼
す
れ
ば
千
余
名
の
群
衆
一
大
倣
声
を
挙
げ
て
大
挙
下
山
す
。
此
問
倉
敷
警
察
署
長
山
本
正
憲
以
下
瞥
官
多
数
必
死
に
注
意
を
促
し
且
つ
喰
止
め
ん
と
努
力
せ
ら
れ
し
も
意
に
及
ば
ず
少
数
の
暴
民
の
為
め
に
群
衆之に追随一大暴動化したり。
え
…
西
宮
の
坂
よ
り
下
山
し
た
る
群
衆
は
戎
町
よ
り
浜
田
町
の
米
穀
間
屋
根
岸芳太郎氏宅を襲ひ一Ｆを破り店頭及び前の倉庫に侵入し米俵を
曳き出し俵を破りて地上に撒布せり群衆之れを躁鯛す『己れ翌
（５８） 
● 
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欝
斗
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岡山県下の米騒動
日見舞に到り近隣の者に聞くに厚さ三四寸にして数町は米の道
になりたり翌朝泥米を数町の問に見る。」
斯くの如く為す事駅前の丸一一一商会平松幸三郎、新川町内藤一
一一の三家最も醤しく内藤氏に於ては前流の新川へ米を投入せり
又四軒屋（現南町）の米穀並に醤油醸造業松本平四郎氏の宅
に於ては醤油醸造場に侵入の上大桶の栓を破壊せり為めに醤油
流出して一丁許り下手の川赤くなれりという。外にこの夜襲は
れたる家は新道山川鶴太郎（現在の住吉町にて小学校の前）な
り
、
山
川
氏
に
到
る
頃
に
は
岡
山
よ
り
自
動
車
三
台
に
て
警
官
来
援
の
為
事無し、かくて鎮定せしは午前三時なりＱ
八
月
十
一
日
午
後
八
時
頃
本
町
方
面
に
当
り
時
の
声
を
挙
ぐ
る
を
聞
く、己れ何事ならんと行き見るに浜村米穀商椀屋平松氏襲うと
絶叫する者あり、それより馳足にて同家を襲う（己れ行かず）
されど警官に制止せられて大したる事なし己れ行きし時は鎮定
せ
り
。
而
し
て
群
衆
は
解
散
せ
り
。
翌十二日市中米穀商、醤油醸造家等に廉売の貼紙店頭に掲示
せらるを見る。夜十二時前に戯声を聞く何事ならんと起床行き
見
れ
ば
中
町
の
乾
物
問
屋
鴨
井
銀
三
氏
を
襲
い
廉
売
を
要
求
せ
り
、
時
に
ま
濃
糸
消防隊員及警官馳せ来り鎮定す。更に群集は前神町北田久右衛
門氏（富豪無商）を襲いしも何事もなし。
さ
て
鴨
井
よ
り
北
田
へ
向
う
途
上
大
原
卿
を
襲
は
ん
と
す
、
時
に
川
西
町
の
大
親
分
岩
井
久
蔵
な
る
者
大
声
し
て
曰
く
大
原
を
襲
わ
ん
と
欲
す
な
れば我を踏んで行けと門前両手を上げ大の字となりて立塞ぎけ
れば群衆岩井を知れると且つその度胸に避易して何事もなし、
北
田
よ
り
東
町
大
森
商
店
を
と
の
話
あ
り
己
れ
親
し
き
家
な
れ
ば
と
恩
へ
ど
如
何
と
も
す
る
能
ず
、
兎
角
す
る
中
大
森
は
善
人
故
止
め
ノ
ー
と
の
声
あり、於此己れも東町の青年団員等と与に然りノーと大声すれ
ば家の前にて大声するのみにて東へ向へり、己れは是れより帰
宅
せ
り
、
群
衆
は
馳
足
に
て
帯
江
村
羽
島
の
牛
乳
屋
亭
亀
山
元
三
の
宅
を
襲
う
、
而
し
て
家
内
に
侵
入
家
財
を
破
壊
せ
り
と
い
う
以
上
に
て
我
が
倉
敷
の
騒
動
は
終
了
せ
り
、
翌
十
三
日
夜
岡
山
市
に
於
て襲撃始まりたり、此頃より全国各地に米騒動勃発せり、十日
夜
襲
撃
せ
し
は
全
国
に
於
て
も
稀
に
し
て
我
が
倉
敷
が
第
一
番
な
り
と
い
う。此の騒動の始った十日夜阿智神社への集合より二時間前の午
後
六
時
頃
岡
山
新
聞
夕
刊
を
号
外
と
し
て
配
付
せ
ら
る
、
記
事
中
に
大
原
〈・ソ
孫一一一郎金七千五百円、大橋半衛金一一千五百円、計一万円支出白
米一升参拾鏡にて売捌く由記載あり、されば当家は主謀者に於
て襲うの意なし、，唯大原氏は通路の為め一寸騒きたるものの如
し。此の騒動の結果前記の如く白米一升三十銭にて各米穀商より
販売せられしも皆各店とも従来の取引先にのみの如し、白米の
前醤油等の日用品は殆んど廉売せられたり、然れども間もなく
（十六日）秩序混乱の虞ありとして米の個人廉売は禁止せられ
町役場に於て義損金を募集し其金銭を以て補填する事とし町内
各所に於て役場員監督のもとに白米一升三十銭として販売せら
る。従って米穀商に於ては市価にて販売せられたり。
八
月
廿
八
日
の
市
価
は
一
升
五
十
五
銭
也
（
我
家
の
記
録
）
さ
れ
ば
米
価は其の後も昂騰せり、然れども此価格の一升五十五銭が倉敷
では最高値であった様である。
其の後の倉敷
此の暴動のあった翌十三日Ｉ（一宇不明）時舟分より青年団役
員
会
議
を
小
学
校
に
て
開
催
あ
り
己
れ
参
上
せ
り
結
果
（５９） 
＝ 
岡山県下の米騒動
一、各団員は各支部の者に暴民の暴行を見物に行かぬ様戸別
に伝達する事。
二、驫行を加へらるる箇所へ防備に行く事但し各団員の自由
行動なり。
右
の
通
り
決
議
ぜ
ら
る
。
午
後
三
時
終
了
それより消防組に於ても役員招集せらる。第一の決議の如く
町内各戸へ伝達せられたると消防、青年の両団体員の防備警戒
と且つ又此夜雨天（旧七月七日〕の為めか町内全く鎮定す、猶
両団体の夜警防備は旧盆も有る事故八月二十一日迄継続せられ
た
り
（
二
十
一
日
は
旧
七
月
十
五
日
也
）
翌十四日夜警の者に夜食を配付せらる。
夜食は握飯一個五勺のものにて倉紡炊事場より配付せらる
副食は煮〆なり。
十
五
日
岡
山
県
令
第
三
十
五
号
発
令
せ
ら
る
。
曰
く一
、
五
人
以
上
集
団
連
行
処
罰
当分の内市街地に於て日之出前、日没後濫りに五人以上集団
叉は連行する事を禁ず、
前
項
に
違
背
し
た
る
者
は
拘
留
叉
は
科
料
に
処
す
本
令
は
発
布
の
日
よ
り
、
施
行
す
又
別
に
米
騒
動
の
記
事
を
差
止
め
ら
る
。
前記県令の方は町内致る所に貼出せらる。
八月十九日（旧暦七月十三日）には町役場より
夜八時以後売掛金の請求（俗に盆掛取と称す）に歩行せざ
る
様
注
意
あ
り
た
り
青
年
団
よ
り
町
内
の
旧
家
へ
通
達
す
以
上
十
三
日
よ
り
二
十
一
日
迄
の
九
日
間
の
夜
警
中
に
て
十
四
日
夜
栄
町
及
浜
町
方
面
、
中
庄
村
別
府
。
十
五
日
夜
．
庄
村
松
島
等
に
暴
民
あ
ら
は
る
と
報
ぜ
ら
れ
し
も
所
調
で
主
に
て
異
常
無
し
。
青
年
団
の
夜
鶴
に
付
い
て
は
旧
盆
で
は
あ
る
し
商
人
の
団
員
も
多
き
事
故
町
内
の
諸
家
よ
り
種
斉
の
品
或
は
金
銭
の
寄
贈
あ
り
た
り
、
夜
鶴
時
間
は八時より十二時、十二時より一一一時迄の二交替とせり。
消
防
団
も
亦
同
じ
救済蕊金寄附者
一
、
金
七
千
五
百
円
新
川
町
大
原
孫
三
郎
「
金
二
千
五
百
円
阿
知
町
大
橋
半
右
衛
門
一
、
金
二
千
円
前
神
町
，
北
田
久
右
衛
門
一
、
金
二
千
円
向
市
場
町
倉
敷
紡
績
会
社
「
金
一
千
五
百
円
新
川
町
大
橋
良
平
一
、
金
一
千
円
本
町
原
澄
治
一
、
金
一
千
円
阿
知
町
内
田
金
衛
・
一
、
金
一
千
円
新
町
生
水
順
三
郎
一
、
金
八
百
円
戎
町
木
山
精
一
一
、
金
五
百
円
阿
知
町
小
河
原
壮
平
一
、
金
五
百
円
筑前八幡町
中
尾
利
三
郎
一
、
金
四
百
五
十
円
阿
知
町
一
一
一
宅
金
作
一
、
金
四
百
円
新
川
町
・
大
橋
辰
次
郎
一
、
金
四
百
円
本
町
岡
田
義
平
「
金
四
百
円
本
町
林
源
十
郎
一、
金四百
円
・
戎
町
木
・
村
利
太
郎
一
、
金
四
百
円
土
手
町
河
原
宇
平
－（６０） 
岡山県下の米騒動
一
、
金
四
百
円
一
、
金
四
百
円
一
、
三
百
五
十
円
一
、
三
百
五
十
円
一
、
金
三
百
円
一
、
金
三
百
円
一
、
金
三
百
円
一
、
金
三
百
円
一
、
金
二
百
円
言
金
二
百
円
で
金
二
百
円
一
、
金
二
百
円
「
金
二
百
円
『
金
百
五
十
円
一
、
金
百
五
十
円
一
、
金
百
五
十
円
一、金百五十圧
『
金
百
五
十
円
で
金
百
五
十
円
一
、
金
百
五
十
円
一
、
金
百
二
十
円
一
、
金
百
二
十
円
一
、
金
百
二
十
円
一
、
金
一
百
円
一
、
金
一
百
円
一
、
金
一
百
円
『
金
一
百
円
向．前土芳阿東新阿何本何阿戎前新'栄本川市東阿神浜阿東東本本
手松知川知知知浜知神川西場知･田田知
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町下町町町町町町
殊
醇
平
倉
敷
銀
行
難
波
弥
一
郎
補
戸
合
名
会
社
小
河
原
広
次
根
岸
芳
太
郎
三
宅
平
左
衛
門
宇
野
和
一
郎
森
田
尚
二
大
原
五
一
木
村
和
吉
内
田
繁
造
倉
敷
旧
券
番
鴨
井
銀
三
岸
田
松
太
郎
亀
山
清
作
内田清二一郎
藤
原
鶴
次
郎
三
宅
久
衛
備
作
電
気
会
社
仁
科
清
吉
小
松
原
卓
一
西
崎
誠
一
木
村
政
次
井
上
直
太
郎
倉
敷
同
盟
券
番
小松原佐五郎
一
、
金
一
百
円
前
神
町
大
日
賀
熊
三
郎
「
金
一
百
円
柿
原
得
一
一
、
金
一
百
円
阿
知
町
則
武
源
吉
一
、
金
一
百
円
阿
知
町
白
神
源
次
郎
一
、
金
一
百
円
阿
知
町
若
林
平
三
郎
一
、
金
一
百
円
東
町
．
土
屋
近
市
一
、
金
八
十
円
東
町
大
崎
亀
次
郎
一
、
金
五
十
円
阿
知
町
小
川
岩
吉
一
、
金
五
十
円
旭
町
森
田
源
二
一
、
金
五
十
円
御
崎
町
市
川
済
一
一
、
金
五
十
円
中
小
野
二
一
郎
１
 
－
、
金
五
十
円
本
町
後
藤
運
平
一
、
金
五
十
円
阿
知
町
井
上
清
太
郎
一
、
金
一
百
円
新
川
町
大
橋
高
之
一
、
金
一
百
五
十
円
前
神
町
井
上
浅
太
郎
一
、
金
一
百
円
前
神
町
（
此
分
追
加
也
）
岸
田
松
太
郎
「
金
一
百
円
舟
倉
町
福
森
五
吉
合
計
弐
万
九
千
六
百
九
十
円
也
六
十
一
名
二
筆
ノ
人
岸
田
ア
リ
六
十
名
右は八月舟一日天長節の日市中の廉売所に貼出されたるもの
なり、廉売は九月中旬迄約一箇月継続せられたる様に記憶す。
茶屋町
十日夕刻、誰いうとなく『警鐘を合図に不正米商人を襲撃すべ
く有志者は金比羅宮境内に集合すべし』といいふらした者があ
り、極めて不穏の情勢となった。十一日、十二日両夜にわたって
金比羅宮の半鐘が乱打され、十一日のごときは群集は千名に達し
（６１） 
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た。当局は応援巡査をえて鎮圧するとともに〉廉売策を講じた。
早島町〔十一日）
十一日午前二時頃町内十七ケ所の要所に「本日午後八時国鉾山
に於て米価問題に関し貧民大会を開催す』とのビラがはられた。
その日夕方より続々群集がつめかけその数二千余名（山陽新報）
に達した。松尾弁吉は『倉敷の時のように暴動をなさず、委員を
設けて交渉しよう』と演説したが、殺気だった群集は多数おしか
け
て
交
渉
せ
よ
と
絶
叫
し
、
つ
い
に
十
一
時
頃
、
山
か
ら
く
り
出
し
、
暴
利
をむさぼっている噂の高かった佐藤漬三郎他一一、三の米穀商をお
そ
い
、
戸
障
子
そ
の
他
を
破
壊
す
る
に
至
っ
た
。
警
官
が
多
数
出
動
し
、
鎮
撫にあたったが、容易に解散せず、午前三時頃まで大衆の示威が
つづいた。さて騒動の経過は以上のようであるが、早島町につ
いては「細川資料」のなかに『予審終結決定」とともに『予審記
録書類」があるので、それらを手がかりに若干、その特徴をのべ
てみよう。貧民大会で最も指導的役割を果したのは、平民仲立業
松尾弁吉（“）、平民金銭貸付取扱業日笠初次郎（”）その兄、平民
藺草蕊仲買日笠石造（、）、平民古物商安原与四郎（灯）の四名で
あった。日笠石造の調書には次のごとくある。
『間然ラバ貧民大会〈結局米商其他ヲ襲撃シ乱暴ヲスル事ヲ知
レ
リ
ヤ
答知ツテ居りマス
問左様ニ知り居リナガラ汝〈米価問題二付キ下級民大会ヲ開
ク旨貼紙ヲ為シ、本年八月十一日国鉾山亭貧民ノ大会ヲ催
シタル由果シテ如何
答当時米価騰貴シ明日ニモ六七十銭二上り、紡績ノ職工共他
ノ貧民〈到底暮シテハ行ケヌトイフ噂ガアリ、現二私〈同
月九日犬飼カネカニ於テ其事ヲ問キ十日ノ晩ニハ縁戚ノ吉
田久吉ガ来レル際貧民ノ如何二困窮シ居レルカヲ見、之一一
反シテ資産百万円ヲ有スル溝手保太郎ハ千円ノ貧民救済寄
附金ヲモ拒ミタル由聞及ピタルニ付キ、到底穏健ナル手段
一一依ツテハ富豪ヨリ応分ノ寄附ヲ為サシメ貧民ヲ救済セシ
ムル能ハザル事ヲ自覚シタルニッキ貧民大会ヲ開キ貧民ガ
如何ニ困り居ルカヲ富豪二知ラシメント企テ同十一日午前
一時前後自宅ニ在リタル白紙十七八枚二下級民大会、問題
ハ米価調節、日時、旧本月五日晩八時、場所、国鉾山ト記
載シ、町ノ要所々々一一自宅ニ在ツタル大和糊ニテ電柱其他
ノ所へ貼付ケマシク、夫レハ自分丈ケノ考へ丈ケデ致シタ
ルモノデァリマス…然ルー一所用アリテ合田宇吉方二参り其
序二安原与四郎カニ立寄リシ処同人ヨリ右申シアゲタ貧民
大会ノ貼出ノ事ヲ尋ネラレタルモ自分ハ知ラヌト申シ居り
シ処へ松尾弁吉ガ来リ同様貧民大会ノ事ガ話柄二上リクル
モ自分ガ貼紙シタトイフコトハ申シマセヌガ結局、与四郎
、弁吉、自分トノ三人二於テ其会ノ主宰者ノ意見ヲ聴キ倉
敷二於ケルガ如ク不穏当ノ大会ヲ為サシメサル様致サスル
（６２） 
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コト一一話ガ綴り帰宅シマシタ。……』
以上の引用からもわかるように、貧民大会の計画は、前記四名
が主な役割を果したことは事実であるが、それは最初から四名で
合議するというような高度の計画性があるものではなく、日頃
（
７
）
・
のバクチ仲間が日笠の貼紙によって集り、彼等特有の侠気から大
会の指導を行ったのであろう。しかも倉敷のような暴動にならな
いよう配慮していたのである。このことは前記四名が大会後米穀
商
に
お
し
か
け
る
際
は
ほ
と
ん
ど
何
も
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
ある。．ところが調書および予審終結決定は、何れも前記引用の冒
頭にあ
る
よ
う
に
、
『
然
ラ
バ
貧
民
大
会
ハ
結
局
米
商
其
他
ヲ
襲
撃
シ乱暴
スル事ヲ知ツテ』いたとなし、はじめから騒擾事件の計画と指導
を行ったとしているのである。事実はそうではなくて、すでにの
べたように、町民の不満がまさに爆発せんとする空気の中で、い
わゆる勇み肌のバクト仲間の数人がほとんど計画もなしに貧民大
会を開いたものであった。しかし、怒れる群集は到底彼等の手に
はおえなかった。群集は自ら行動を開始し、直接米商におしかけ
たのである。この時にはすでに、近隣の農民をも含めて、あらゆ
る勤労人民が積極的にこの大衆的示威に加わったのである。しか
し、何れにしても、岡山県各地にみられるように、前近代的性格
（８） 
をもっ
た
「
や
く
ざ
」
が
き
っ
か
け
を
作
っ
て
い
る
点
は
注
目
す
べ
きであ
る。川辺村（吉備郡）（十一日’十二日）
ｆ
 
倉敷等の騒動の報をきいた周旋屋、片岡一兀之肋ら数名は、米価
騰貴のためウドンを常食とするようになった細民を救うには、米
商に廉売を強要する以外に道がないことを語りあっていた。十二
日約三十名の細民が一団となり、米商に廉売を迫るため行動を起
したが、駐在巡査のため、ひきとめられた。十二日には村役場に
臨時村会が開かれることを知り、これに圧力をかけるため、午前
十
時
頃
警
鐘
を
合
図
に
、
御
寄
神
社
に
数
十
名
が
集
合
し
た
。
そ
こ
で
村
民
大
会
を
開
き
、
五
名
の
総
代
を
選
出
し
、
駐
在
巡
査
の
所
に
村
会
の
決
定
を
聞きにいかした。所が村会は未だ救済策を決定せず、廉売の確答
を
う
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
、
そ
こ
で
同
夜
、
大
挙
し
て
村
役
場
に
お
し
かけ、三名の大米商より千円の寄附、および五十銭の米価を一一十
五銭にすることを約束させた。この騒動は、倉敷の影響が非常に
大きく、例えば十二日夜役場におしかけた際『倉敷子位庄からも
暴徒が押寄せるぞ』と脅していること、駐在巡査の慰撫をのりこ
え、直接村役場におしかけ、要求をたやすくかちとっている点が
注目される。
妹尾町（十二日’十三日）
倉敷をはじめ他地方の騒動をきいた米穀商は早速一升二十五銭
の廉売を広告したのだが十二日、一部の米商は「売切」を口実に
廉売を中止した。米の買えなかった町民達の不満は高まってい
た。同夜八時頃盛隆寺の鏡は一時間余に亘って乱打され、茶屋、
早島方面よりは百余名の群集が乗りこんできた、かくして五百余
（６３） 
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名に数を増した群集は各米穀商をおそい、乱暴を働き、あるいは
酒を強要し、十三日払暁にかけて随処に示威運動を行った。この
騒動は、やはり倉敷、早島、茶屋等の一連の騒動の影響が大きく、
特に茶屋、早島方面より群集が参加している点、児島湾をひかえ
漁民が多数参加している点は注目に値する。
総社町（十二日）
午後八、九時頃宝満寺の梵鐘を合図に約七百名同寺に集合し、
やがて買占めで暴利をむさぼり、夜毎遊興にふけっていた山崎、
三宅の両米肥商をおそうぺく、石塊、棒などを持ち、行動を起し
た。総社署は同夜、同郡庭瀬町に巡査の大部分を派遣していた際
な
の
で
狼
狽
一
方
な
ら
ず
管
内
に
非
常
召
集
を
行
う
と
と
も
に
岡
山
署
に
応
援を依頼し、全力をあげて慰撫につとめた。ここの騒動では両家
、
に対する不満が非常に強く、従って廉売や寄附の強要とともに復
、
、
、
、
轡
的
行
為
が
目
立
っ
て
い
る
。
玉島町（十二日’十一一一日）
「本町の騒動は人力車夫の集団によってはじめられた。玉島駅構
内の人力車夫田村沢二郎は、大阪の一米穀商が玉島の米商に、
『此の頃米価騰貴で世間一般に商人を嫉んでいるが、実は政府が
外米を購入し、米価を安くしようとするから、そこで商人は日本
米を買占め、売らないようにするから自然米価が暴騰するのだ』
と語っているのを聞いて、これは大阪から米を買占めに来た商人
にちがいない、この上買占めをつづけられたら、細民の生活はい
よいよ困難になる。この大阪商人の買占めを何としても中止させ
ねばならない』と考えた。そこで、同商人を駅附近でとらえ『買
占めに来たのだろう」と難詰した。彼は鶴いて附近の米商に逃げ
こんだが、駅附近にいた車夫五六十人は『大阪商人を出せ』と叫
び同商人宅前におしかけた。この事件をきっかけとして町民はう
ごき出し同夜八時頃より十時頃にかけて約千名の群集が大米商を
、
、
おそい安売を交渉した。ここでは車夫の一団が先駆的役割を果し
ていることが注目される。
琴浦町（十二日）
十二日夜一千余名の町民が潟八幡神社に集合し米価問題につい
ての貧民大会を開いた。この大会は味野警察署長らの威圧と説諭
によって解散した。当局は十三日より一升三十銭の廉売案を発表
し、事態を収拾しようとしたｃしかし買占商人堀尾藤次郎に対す
る不満は一向に減じなかった。十三日堀尾藤次郎が、青物商五百
森儀平と会った際次のような会話がなされた。
『昨夜は萱くなっただろう』
『俺の家にはよう道人らいわい…』と。
同夜八幡宮の鐘、大鼓を全国に集った町民を前に、この藤次郎の
高言は、いかりをこめて伝えられた。激怒した群集は同氏宅およ
び精米所に殺到し、乱暴し、米を井戸や道路にふりまき、日頃の
うっぷんを晴らした。ここでも買占商人の不正に対する町民の復
讐的行動が色こぐみられる。
じ
（６４） 
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岡山市（十二日’十四日）
県南の平原地帯の中央に位する岡山市は、県の政治経済の中心
地であり、なかんずく米穀取引所を有し、米の取引の中心であっ
た。この岡山市に騒動が波及したことは、県全体が深刻な不安と
動揺の中に入ったことを意味している、大衆運動は十二日から十
三日夜にかけて最高潮に達し、県下で唯一箇所、軍隊の派遣を要
調するに到るのである。しかし、ここに至る前に、すでに動揺の
き
ざ
し
は
み
え
て
い
た
。
『
乱
騰
に
踵
ぐ
に
乱
騰
を
以
て
す
る
』
（
山
陽
新
報八、一○）米価に、市民が生活の道を失っていた時、先づその
、
、
、
、
、
不満は直接的に取引所特にその買方にむけられた。岡山取引所の
相場は他府県よりも高かったので一層憤激をよび起した。八月九
日、かねて侠気をもって聞えていた内山下旅館主人吉田石造ら二
名は取引所にのりこみ、買方の仲買人二名に鉄拳の雨をふらせた
折から弥次も加わり『非国民！』「やってしまえ』等の怒号も加
わり、買方への憤満が爆発した。この場は警官によって取りしづ
められたが、この『買方制裁』は市民の広汎な憤満のいわば氷山
の一角にすぎなかったのである。
やがて関西各地、県下の倉敷町その他の米騒動の報が伝わるや、
十二日夜には、次第に大衆はうごきはじめた。誰いうとなく大米
商岡崎増太郎方を襲撃するという噂が拡まり、東山に多くの市民
が参集した。やがて夜半過ぎに至るや数十名隊をなし、数回にわ
たり岡崎邸をおそい廉売を強く要求した。夜明けとともに各所に
『細民よ午後八時迄に中島積に集れ』『米価暴騰に苦しむ市民
は岡山神社に集れ』等のビラがはり出された。一方岡崎氏は、十
一日には侠客烏六（青木六之助）から、十一一日には古家町、森下
町
等
の
青
年
団
に
よ
っ
て
廉
売
の
交
渉
を
う
け
て
い
た
蚕
不
穏
な
形
勢
を
察し、十三日午後三時頃から一升二十五銭宛の廉売を開始し、一
時小康を保つかに見えた。所が日没前に岡崎合資会社は『今日は
売切れ又明日』の貼紙を出して閉店した。そこで待ちに待った数
十名の人々は『人をだますか』と憤激し、折から続々とつめかけ
た群集、数百名となり、事務所、倉庫をおそい、数十俵の米を街
路上にまきちらした。一方岡山神社、旭碩等に集った群集は途次
その数を増し、次々と富豪、大米商をおそい寄附金と廉売を要求
し、あるいは復讐的行為をなし、特に前記の岡崎邸、岡崎合資会
社、および沢田正文邸では住宅、倉庫に乱入した。特に午後十時
頃には全群集が沢田邸前に集合し、その数、数万を数えた。群集
の代表者は邸内に入り、交渉しようとするが『代表が日本刀でや
られた』とか『ピストルの音がした』等の噂が乱れとび、群集の
怒はつのるばかり、瞥察ももはや手の下しようもなく、瞥察の提
灯
は
か
え
っ
て
石
の
雨
を
く
ら
う
に
す
ぎ
な
か
っ
た
Ｃ
遂
に
沢
田
邸
お
よ
び
道一筋をへだてた岡山精米合資会社には火が放たれ、夜空をこが
す深紅の焔は、怒れる群集の数万の眼をてらし出した。遂に軍隊
の派遣が要請され十七師団より一筒中隊が沢田邸附近の警備にあ
たった。群集は更に各所の富豪をおそい、十四日午前五時頃に至
（６５） 
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岡崎邸は火焔こそ掛けられざれ、実に破壊というものの極致を
演ぜられ居れり：・・：中にも殊に惨主しきは土蔵の入口に打ち棄
てられたる友禅長糯祥の下に半ば燃えさしたる日本間の琴に
て、十三絃惨ましくも乱れ琴柱哀れに飛んで徒らに過去の夢を
迫へるに似たり……」
この記者の詠嘆的な記事は、群集の怒の焔に焼かれた、沢田、岡
崎両邸の跡をよく描き出している。さて、当夜襲撃の対象となっ
た主なものは次の通りである。
内
山
下
沢
田
正
文
同
所
岡
山
精
米
所
古
京
町
岡
崎
増
太
郎
同
小
西
荘
造
天
瀬
岡
崎
合
資
会
社
船
着
町
林
善
二
郎
上
西
川
谷
渕
金
十
郎
上
石
井
藤
田
下
駄
店
市
三
町
野
崎
善
吉
これらはすべて、大米穀商（多くは寄生地主）高利賃であり、又
り漸く平静に向った。八月十五日の山陽新報は『暴動の跡より』
と題し次のような記事を掲げている。
『……只見る五百有余坪に亘る宏荘なる邸宅は一面の焦土と化
し、ただ中央部大倉庫の四壁を残すのみにて、邸内の老杉古松
紅蓮の火焔にめらめらと焼け燗れて、朝の風の主に悲しくも揺
げる。哀れ七年の日月を経て其の築設を終へし一世の豪箸を極
めし沢田邸も半宵の怪火とともに其の残骸を留むるに至れり。
特に買占めの噂の高かった、小西、藤田等の取引所仲買人がおそ
われた。又騒動の過程で群集は警察を恐れず、むしろ反抗の気勢
を
示
し
た
が
、
軍
隊
に
対
し
て
は
抵
抗
せ
ず
、
こ
れ
を
さ
け
て
、
他
の
襲
撃
箇所へ転じている。又騒動の大群集の中から随処に「指導部」の
ようなもの即ち群集を代表し、沢田、岡崎等と交渉する一団が生
れたことである。これらは裁判では特に重く罰せられている。こ
の中には明治大学商学部学生河本要が含まれていた。又これらの
群集は工場労働者、職人、人夫等の勤労人民を中心とし殆どあら
ゆ
る
職
業
、
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
人
々
よ
り
な
っ
て
い
る
。
こ
の
中
で
最
も
組
織的に行動したのは下内新道，旭町、二日市等の楮畑とよんでい
（９） 
る被差別部落民であった。たとえば被』ロの一人正司春一が逮捕さ
れ
た
時
、
山
陽
新
報
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。
『春一は元同部落の青年団長を勤めゐたる程の男にて小才の利
く処より騒擾第一夜なる十三日楮畑部落の屈強なる若者五十名
を
糾
合
し
て
秘
議
を
重
ね
、
暴
動
の
画
策
を
樹
て
た
る
結
果
、
先
づ
部
落
の年寄婦女子連中百余名、岡山神社境内に集合せしめて、岡山
署欝宮隊の主力を同所に集中せしめ、其虚に乗じて天瀬岡崎合
名
会
社
の
米
倉
庫
を
お
そ
い
更
ら
に
古
京
の
本
宅
及
び
内
山
下
、
沢
田
邸
に及びしものにて、当夜警察隊は全く春一の図に陥り一杯喰わ
されたる訳にて．．：・・』と。
これは勿論警察側からの報道であり、嘘と真とを区別することは
、
、
困難であるが、暴動の計画があったかどうかは別として、かなり
（６６） 
」
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岡山県下の米騒動 事前に協議した組織的なものであった点は看取することができ
る。又この後の逮捕とそれに続く裁判は県下でもっとも厳しいも
のであり、八月二十五日までに被検挙者四百余名（法律新聞八、
三○）被起訴者は実に一六五名におよんだ。なかでも楮畑部落に
対しては多数の警官を以て包囲し物品類とともに片端から逮捕す
る
状
態
で
あ
っ
た
。
、
足守町大井村（十三１十四日）
十二日夜から十三日朝にかけて各所に『十四日、鳴物合図に貧
民大会を開く』のビラがはり出された。町当局、巡査は、青年団
役員、在郷軍人分会役員、消防団役員を役場に集め、鎮圧救済策
を協議した結果、藤田家よりの寄附金千円を以て、一升三十銭の
廉売をすることにし、十四日の臨時村会でこれを決定した。しか
し
、
こ
れ
を
不
満
と
し
十
四
日
夜
二
百
余
名
が
集
合
、
役
場
お
よ
び
米
穀
商
におしかけ、伝票制度の廃止と廉売を強要した。この騒動は、山
崎貞市、山崎時治の二名が中心となり、十二日以来ビラ等を準備
したものであった。裁判ではこの二名は騒擾事件としてではなく
て脅迫事件として扱い、一年六ケ月の重刑を科している。この騒
動は特に倉敷および周辺町村の影響が強いようである。
中庄村（十三日）
倉敷に近く帯江鉱山の所在地である同村でも十三日朝『午後八
時より熊野神社にて貧民大会を開く』という貼紙が出され、小規
模の騒動があった。
灘崎村（十三日）』
十三日朝、主として迫川を中心に小規模の騒動が起った。寺山
に集合した百余名の群集は警官をさけつつ荘内村方面に赴き、二、
三の米商に値下を強く訴えた。
下濯井町（十三日）
十三日朝来不穏の気藤り、剰さへ、米商の量器に不正があると
いう噂が広まり、その旨の貼紙まで出された。かくして夕刻観音
寺
の
鐘
を
合
図
に
百
余
名
の
群
集
が
集
っ
た
が
、
鎮
圧
に
よ
っ
て
十
時
半
頃
散解した。
西大寺町（十三日）
不穏の空気を察し、町当局では十三日町会議員集合し、十四日
より四十銭にて、廉売することを決定した。しかし、一層の値下
を要求し不穏の様子があった。
箭
田
村
我々が船穂村（後出）に調査にいった際、船穂村鶏尾の騒動は
箭田村のえいきようが強いことを知ったのであるが、その際箭田
村の顔役として「角十」といわれる三宅重吉の名は今でも有名で
あった。料理屋兼宿屋を営む三宅は配下のこぶんをもち、やくざ
の小親分格であった。本村の騒動は、この三宅一家の指導が非常
に強い。すなわち、十一一一日朝、三宅が米穀行商より米三升を買っ
た所、値段が高く、又外米の入っ様子なので、大いに怒り、これ
は川西屋から出ているにちがいないと考えた。そこで行商の荷車
（６７） 
岡山県下の米騒動
をひきとめ、この機会に配下の者共に命じ、近隣の貧民を集合さ
せるべく手配した。同夜八・九時頃梵鐘を乱打し、集るもの二百
余
名
と
と
も
に
米
商
お
よ
び
高
利
貸
宅
に
お
し
か
け
た
。
暴
行
と
い
う
ほ
ど
の暴行はなあったのであるが、裁判は非常にきびしく十名に対し
四年から一年の刑が科されている。
笠岡町（十三日）
十三日夜半、群集が三軒の米穀商におしかけ廉売を要求した。
この群集の代表者として麦稗販売業赤木佐太郎は脅迫罪にとわれ
徴役五年を求刑されている。
高梁町（十三日）
十
三
日
午
後
八
時
頃
か
ら
数
百
名
の
群
集
が
大
神
宮
に
集
合
、
町
内
に
く
り
出
し
、
途
中
更
に
人
数
を
増
し
、
全
町
二
十
数
ケ
所
の
米
穀
商
そ
の
他
を
お
そ
い
十
四
日
午
前
四
時
頃
ま
で
町
内
に
大
衆
的
示
威
を
行
っ
た
。
要
求
は
白
米
一
升
二
五
銭
、
白
麦
一
升
十
三
銭
、
醤
油
三
割
引
で
あ
っ
た
。
こ
の
騒
動では宿屋兼料理屋西村治が指導的役割を果し、これに芸妓置屋
森荘太郎等が加わり、数名が大衆へのよびかけ、交渉を行った。
ここでも料理屋、芸妓屋等の町内のやくざ的顔役が指導的役割を
果しており、又町内の殆どの有力者をしらみつぶしにおそい、且つ
、
、
、
、
、
、
白米のみでなく、麦・醤油の廉売を強要している点が注目される。
、
、
、
井原町（十一一日’十四日）
十日’十二日頃町内各所に不穏のビラが貼り出された。その中
の一つは『米問題につき』と題し、凡そ次のようにのべていた。
『井原町長が井原町には事業勃興し、貧民男女は職工として多
額の金儲けをなし富裕なりと郡役所に回答したるは何事ぞ、八
月十二日限り之を弁明すべし、弁明なきときは町民大会を開き、
大隅近蔵を訪問する序に町長を訪問すぺし、連日充分食物を取
らざる貧民は足弱ければ各自ステッキを携帯すべし』と。
こうした貼紙はどん底の生活に喘いでいた町民を行動に腿起させ
るに充分であった。この形勢を察し、十二日井原小学校にて臨時
町会、郡役所では臨時郡農会役員会を開き、対策を協議し、直ち
に外米購入のため二名を派遣した。しかし、わずかの救助策では
もはや町民を満足させることはできなかった。十四日午後八時頃
妙典寺及び常楽寺の鐘を合図に、上のものは前者に下の者は後者
に集合した。それぞれ、廉売と寄附金の要求を決定して、皇大寺
神社に合流し、数百名一団となり行動を開始した。この際指導的
役割を果した烏商豊田浅次郎は、日本刀を腰にして参加した。又
群集は投石、戸障子その他器物の破壊等をなし、諸処で焚出、酒
を強要した。襲撃対象は米穀商および資産家（呉服商、旅館等）
であった。さて本町の騒動は、かなり計画的であること（これ
には鳥商で顔役の豊田が積極的に行動した）人力車夫、「日雇人夫
等の下層勤労人民が積極的役割を果している点が注目される。
船穂村（十四日）
本村は早くから小作争議の展開された地点としてよく知られて
いる。この点については次号で詳述する）しかし、米騒動の際、
（６８） 
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係争のあったのは」伝統的に小作争議の多い字船穂ではなくて、戸
数約百五十戸ほどの難尾部落である。難尾は字船穂からかなりの
坂道を上った丘陵地帯であり、畑作を主とする。ここからは一望
タ
マ
のもとに玉島方面が見渡せるのであるが、その玉島市の長尾に水
田地帯があり、難尾の農民は伝統的にこの水田の小作に頼ってい
た。従って、難尾は船穂本村よりはむしろ玉島と関係が深かった。
大正二年春へ地主中原クニは数名の小作人に対して、小作料の
値上（麦反当り三？六斗を六’八斗とする）と納期の繰上（五月
三十日とする）地主が土地を必要とする時はいつでも返還するこ
と、の三点を強硬に申し入れた。これに対して小作人側は、玉島
の代書人岡崎五三郎氏と相談した結果、小作人の連判をとり、小
作団体を結成して、地主と対立した。この争いは地主井上一郎の仲
裁で小作人に有利に解決した。所が大正五年他の地主中原甚九郎
は九人の小作人に対して小作地の返還を要求した。今度も小作人
側は一致団結し、要求に応ぜず、争いは裁判にもちこまれたが小
作契約の解約期限が満了しない故を以て、小作人側が勝った。か
くて、大正六年期間満了を以て、再び地主は土地返還を要求した。
小作人側は今度は土地返還を容れた。所が中原は大部分を親戚の
七軒に耕作させた。そこで小作人側は再び強く団結し、この八軒
組を八分にして、事毎に抗争していた。この八軒組と小作団体と
、
、
、
、
、
、
℃
、
の対立は、地主団体と小作団体との対立ではなくて、一地主と親
類縁者であるその耕作者の集団と六三軒に及ぶ小作人団体との対
立である。
かくするうちに、各地の米騒動の報が伝わり、特に倉敷》玉島
および隣村箭田村の騒動はこの一部落を大きく動揺せしめた。十
四日夜金比羅神社境内で小作人の寄合が開かれ、席上酒が出され
た。かねて八軒組を敵視していた小作人は、、今こそ復讐すぺきで
あると考え、大挙して八軒組の家および畑におしかけ家根瓦、塀、
雨戸等を破壊し、畑の作物を踵蝿した。
・難尾の米騒動は大体以上の経過であるが、この八軒組との対立
は、極めて尖鋭で昭和八、九年の和解に至るまで続いている。尚
騒動の発端については明らかでないが『世間があつかましい（ざ〔、〕
わざわしている）ので何をしても罪にならないような気がした』
といわれるような一般感情が根本であることは確かである。しか
し、聴き取りによれば本村でも元力士であり、土地の顔役であり
賭徒であった『大向』が積極的役割をしている。特に『大向」は
同じ仲間として箭田村の『角十』と連絡があり、前夜の箭田村の
騒動についてはよく知っていたので、この騒動の点火の役割を果
したものと考えられる。以上のように、難尾の騒動は、全国的な
米騒動を機とする小作人集団と一地主およびその親類である耕作
者の集団との対立の爆発であり、地主、小作人の初歩的対立は見
られるが、決して地主団体と小作人団体との対立という発展した
形態ではない。長尾の水田地帯をしめる大地主小野に対しては、
むしろ在村の小地主よりも、小作料の取立がゆるいことを理由と
（６９） 
動騒米の下県山岡
〔皿）
して一目おいてい”たのである。
幸島村（十五日）
農
業
お
よ
び
日
傭
の
藤
原
銀
蔵
が
中
心
と
な
り
、
八
月
十
五
日
夜
六
、
七
十名が警鐘台の道路に集合した。先づ部落惣代である十戸長数名
を代表者として、大地主岡崎豊太郎方に赴かしめ、且つ一同大拳
しておしかけ寄附金を強要しようとした。ここでは、第一に惣代
を先づ起たせている点、第二には参加者はほとんど貧農あるいは、
農業兼業の小商人である点が注目される。
神ノ島（十五日）
山陽新報（大正七、八、一九）は次のような記事をかかげてい
守○。『神島の煙害騒動
二千余人大挙して工場に迫る。
備中小田郡神島内外両村製錬所煙害地被害民は米価暴騰を機と
し大挙して工場長高橋昌二、副工場長中浦仁造両氏宅を襲撃せん
抽鳥乢浦煙害調査関係者に此旨を報知し十五日夜九時頃外浦日
光寺の梵鐘を乱打し、字鴨野に集合せるに、事の由を弁えざる群
集約二千人之に加わり喧鴬を極めたるが、工場側にては仲仕数百
名をして警戒の任に当らしめ尚急報に接したる笠岡署より土師警
補以下十五名現場に急行鎮撫に努め十一時頃事なくして退散し
部補以下十五名現場に急行鎮撫に努め十一時頃事なくして退散し
たり、工場側にては十六日神島内補の総代とも見るべき谷川勝造
氏を招き簿種々協議する所ありたり筐
この煙害騒動については以上の資料のほか入手していないので
多
く
を
の
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
群
集
は
主
と
し
て
煙
害
地
の
農
民
が
中
心
で
あ
り
（
製
錬
所
職
工
が
含
ま
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い）これらが米騒動を機として直接的に被害をうけた資本（工
場）に対して抗議している点は注目すべきである。
吹屋町吉岡鉱山（十六日）
坑夫三百余名はかねてから賃金の値上、払下品（日用品）の値
下、就業時間の短縮を鉱山長に要求していたが、何の返答もなか
った。遂に十六日、坑内に集り、午後三時の出坑時間を午後七時
頃までがんばり、大衆的に協議した。出坑するや直ちに事務所に
全
員
赴
ざ
、
数
名
の
委
員
を
あ
げ
て
交
渉
し
た
。
し
か
し
鉱
山
長
の
不
在
の
ｌ
折
か
ら
容
易
に
解
決
せ
ず
、
待
ち
か
ね
た
坑
夫
の
中
に
は
投
石
し
た
り
、
器
具
を
破
壊
す
る
者
も
あ
ら
わ
れ
た
。
徳
江
署
長
は
新
見
署
、
高
梨
署
等
か
ら
応援巡査を得、抜剣して鎮圧にあたり、一方鉱山側は、要求を全部
入れ、賃金を八十銭に値上することを約束した。その結果、午後
十一時頃に至り漸く解決した。この吉岡鉱山の闘争は、要求の提
出
、
返
答
が
な
か
っ
た
の
で
坑
内
で
坐
り
こ
み
を
か
ね
て
大
衆
集
会
を
開
き
戦術を協議へ交渉委員を選出して大衆的圧力を背景に交渉、とい
ったように、組合組織こそなかったが非常に組織だったものであ
り、又要求事項も、日用品（主に米）の値下、賃金値上、労働時
‐問の短縮の三項目であり、合理的なものであった。若干の暴力行
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為はあったにしても以上のように自覚的な組織的な経済闘争が行
〔型〕
われた点は注目すべきである。
詮
（
７
）
日
笠
初
次
郎
大
正
三
、
ト
パ
ク
罪
大
正
四
、
横
領
罪
安
原
輿
四
郎
十
年
前
、
傷
害
罪
懲
役
六
ケ
月
日
笠
石
造
大
正
六
ｍ
ト
バ
ク
罪
罰
金
四
十
円
松
尾
弁
吉
大
正
六
、
ト
パ
ク
罪
懲
役
六
ケ
月
以
上
の
よ
う
に
四
名
は
パ
ク
チ
を
打
つ
や
く
ざ
仲
間
で
あ
っ
た。
（８）彼等は「やくざ」といっても一定の生業をもち、月収、
日笠初、一一一十円位、安原二十七、八円等のように、中
流
以
下
の
生
活
を
し
て
い
た
下
端
の
や
く
ざ
で
あ
っ
た
。
（９）この部落民は靴、下駄直しなどの職業が多かった。
（
、
）
当
時
小
作
人
団
体
の
働
き
手
で
あ
り
、
騒
擾
事
件
で
起
訴
さ
れ
た
浅
野
万
五
郎
氏
談
、
尚
こ
の
録
音
テ
ー
プ
は
法
大
歴
研
に
あ
る。
（ｕ）本村の騒動経過については、歴研通信第四号、加藤毅、
、
船穂村（難尾）の米騒動参照。
（⑫）尚米騒動の際の工場労働者、土木労働者の賃上闘争に
．
い
て
は
次
の
史
料
が
あ
る
。
（山陽新報八、一一、）備前児島郡味野町、山陽紡績株
式会社味野工場汽罐工其の他の職工五十余名は過日会
合
近
来
の
米
価
暴
騰
の
為
め
現
給
の
三
割
方
増
給
の
要
求
を
為
、
、
、
し
引
続
き
示
威
運
動
を
為
し
つ
つ
あ
り
し
が
十
日
朝
よ
り
十
数
名
結
束
し
て
病
気
と
称
し
欠
勤
せ
り
、
右
に
就
き
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米価折衝に不満、
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米売惜しみ反対、町在米調査、米移出禁止、
大衆及町議より二十八名の委員選出町民の委員監視。
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－ 月
署長及び有力者の鎮撫。町議仲裁。、瞥官多数出張す０００１００ＩＩＩｌ０１０００００００ＩＩＩＩＪ０ 署長の威圧をきかず、交渉委員の「米穀商全要求を容る」の報告にて解散。
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煽動者新聞発行人（元巡査）古物商、米穀商、農兼大工、農兼生魚商、紡織職工、仲仕穂、漬物行商、左官職、大エ職農民等念
白米商人仲買人 米商 乾物商、精米所、富豪 米穀商、近村の農民富豪へ 米穀商（精米所）及醤油醸造所等五ケ所 倉敷署 米所有者米穀商
廉売当局の策（十二日よりの三十銭）に不満 細民向十五銭及三○銭販売計画 三十銭廉売 買占反対廉売、施米策 買占反対 不輸出法方交渉、値下げ方要請 〃貧民の氏神社内集合〃
半．鐘乱打で境内集合の手配執る、同様半鐘乱打して集散。 云触らしⅡ「警鐘合図境内集・合」。 街灯破壊、家屋破壊 襲撃農民蜂起（酒津村） 示威運動、屋内侵入、米麦肥料搬出撒布 委員選出署包囲、交渉 貼紙貧民緊張
近隣巡査十数名来援岡山署より五十二名出張、善後策協議‐ 巡査町当局が共に協議 岡山署来援鎮圧 再発考慮増援対策ようやく鎮圧
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警官十余名出張も効無。 管内巡査が庭瀬町に応援中で狼狽、岡山署へ打電。抜剣制止無効、巡査の来援と帰署。消防団召集ｌ徹夜。 二○名の警官群衆と対峠 、 巡査一止す。 時的に阻 ｜警官極力鎮撫するも不能。 警官による撤去岡山署へ来援依頼
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市内富豪及好商十数戸 沢田氏邸、小西米穀商 旭川岸のすべての穀物店 岡崎本店、支店（天瀬）及同倉庫、天瀬合資会社倉庫及事務所
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資産家岡崎
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『米価問題』精米業
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沢田邸にて交渉、即時安結を要求。
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一団となって倉庫に乱入、米搬出散布。
暴利商人腐懲廉売
襲撃Ⅱ表戸乱打
「襲撃させぬ！」との豪語に激怒。
鴻八幡神社での大会示威。
未然防止に青年団、在郷軍人、消防団招集協議で廉売を開始。 消防隊はホースを民家に向かされる。富豪のいずれも五千円以上寄附二十’十五銭廉売、市当局岡山師団に派遣懇請軍隊急派。 瞥官制止不能にして右往左往するのみ。 非常招集、署長一団に対して説諭、徹夜瞥戒 署長ら説諭、解．散を命ずる。
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村会議員 町（村）民
町会 米穀商 荘田村米穀商 町村役場、助役、米穀商
廉売期間延長（十四日相場四○銭で物議して） うわさⅡ不良量器での計量を非難。 ／■、米るり二十迫値、.プ を十四川下か八日にち銭よ限ど売りり 伝票制度廃止廉売
やや不穏 貼紙で広く告げ梵鐘を乱打する
、。 朝から各所で密議寺山に三さ伍盈集合、襲撃強請。 ぐ「貧民大会」と貼紙↓動揺。 一プモ、襲撃。
浅野署十二名急派 村会招集、一者対策協議、年団総出、」署より数名町 有出味張野青志 臨時町会（午前中）伝票制度、廉売に決す。
岡山県下の米騒動
八一十一一一一后十二一捌陥剛
八一一四
八一十二
Ａ
 
八一十一一一
八一十四
夜
ｌ
翌
前
一
半
翌后
前八
四Ｉ
后
八
？
浅
口
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村
上
房
・
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梁
町
後
月
・
井
原
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同
右
二
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○
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三
○
○
名
群
衆
六
十
余
名
一
小
作
人
団
体
指
導
者
（
Ⅱ
代表）
麦秤販売業
宿
屋
兼
料
理
騨辮警鰄獺
業
、
生
魚
業
料理屋業、
農
業
、
古
物
商、烏商、理
髪
業
、
乗
合
馬車営業、
ト
ー
フ
製
造
業
、
紹
介
業
人力車夫、
桶
屋
、
木
挽
職
、
理
髪
業
農
業
、
日
雇
そ
の
他
畠
原
部
鈍
眉
介
￣ 町
長
、
米
穀
商
資
産
家
米
穀
商
一
般
商
店
（二十数ケ所）
地主「八軒組」
米穀商一一一戸一に脱殻鮒麺銭一示威運動、交渉。
穀
商
散
貼
紙
Ⅱ
、
、
飢
餓
Ⅸ
り
綴
起
行
動
の
訴
え
白米二五銭・
麦
十
三
銭
醤
油
三
割
引
の
廉売寄附
金
、
商
品
割引、
（提供米）
醸
性
者
覚
』
隅
、
各所の梵鏡合図に
皇
太
寺
に
集
合
、
一
団
と
な
っ
て
手
に
し
た
得
物
を
持
ち
、
襲
撃、破壊。
小
学
校
に
て
臨
時
町
会（五時）郡役場に
て農会（七時）とも
に
救
済
策
を
合
議
す
る
、
外
米
買
入
に
神
戸
に
二
人
出
張
神
社
内
集
合
、
他
の
一
隊
を
示
威
運
動
に
出
し
、
大
衆
と
の
交
渉
委
員
を
派
す
。
家
根
元
、
塀
、
雨
戸
等
畳
破
壊
。
畑
作
物
を躁鋼。
野
白
一
￣ 玉
島
署
に
よ
る
解
散
、
関
係
者
召
喚
（７８） 
」
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九
英
田
・
吉
野
村
小
田
・
神
島
村
邑
久
・
幸
島
村
児
島
、
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比
野
、
宇
野港
引辮
村
民
集
会
六
、
七
十
名
千
余
名
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細
民
農
業
並
日
雇
精
米
兼
物
品
販
売
業
、
青
物
行
商
、
行
商
半
農
侠
客
煙
害
被
害
民
役
場
（
村
長
・
町役）
エ
場
長
宅
、
副
工
場
長
宅
、
煙
害
調
査
関
係
者
米穀商組合
大
地
主
米
価
値
下
運
動
同
水
害
、
米
高
救
済
要
請
、
無
料
供
給
生
活
苦
の
救
助
寄
附
金
被
害
に
抗
議
廉売交渉
村
民
大
会
を
計
画
、
発
起
者
つ
の
る蕊｜讓驚
交
渉
委
員
選
出
部
落
よ
り
申
立
役
場
の
態
度
に
全
村
民
集
会
、
攻
撃
、
交
渉
員
選
出
梵鐘乱打集合
部
落
民
大
会
妥
結
一一、三の同志
説
得
勧
誘
飯
議
案
包囲赤
襲撃師日樂
へ女房
十
九
日
、
関
係
者
六
・
七
十
名
召
喚
取調ぺ。
巡
査
懇
願
、
米
穀
商と協議廉売、
三
五
銭
販
売
、
巡
査
数
名
鎮
制
、
青
年
団
消
防
団
警
戒
工
場
側
、
仲
仕
数
百
名
警
戒
、
笠
岡
署
か
ら
巡
査
一
五
名来援。
組
合
、
全
要
求
に
応ずる。
巡
査
、
恐
喝
と
し
て取押える。
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警鐘・梵鐘
ハ
リ
ピ
ヲ
町
村
民
大
会
貧
民
大
会
故 示威
・
襲
撃
火 騒
動
形
態
都
窪
・
倉
敷
町
の
近
郊
村
、
都
窪
・
早
島
町
、
吉
備
・
中
庄
村
、
児
島
・
下
津
井
町
、
後
月
・
井
原
町
勝
田
・
湯
郷
村
、
久
米
・
福
渡
村
、
英
田
・
林
野
町
、
都
窪
・
早
島
町
、
吉
備
・
総
社
町
、
児
島
・
琵
浦
町
、
英
田
、
吉
野
村
、
英
田
・
大
原村、御津・金川町、真庭・落合町、児島・灘崎村、吉備・筋田村、上房・高梁町、後月・井原町、小田・神島村、和
気
・
片
上
町
都
窪
・
倉
敷
町
の
近
郊
村
真
庭
・
久
世
町
、
真
庭
・
落
合
町
、
都
窪
・
茶
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、
吉
備
・
川
辺
村
、
吉
備
・
総
社
町
、
児
島
・
下
津
井
町
、
後
月
・
井
原
町
、
小
田
・
神
島
村
、
英
田
・
吉
野
村
、
勝
田
・
勝
田
村
、
古
吉
野
村
・
植
月
村
、
岡
山
市
奉
還
町
都
窪
・
倉
敷
町
、
都
窪
・
早
島
町
、
真
庭
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落
合
町
、
苫
田
・
加
茂
村
、
久
米
・
三
保
村
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苫
田
・
津
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米
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福
渡
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、
英
田
・
林
野
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房
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都
窪
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倉
敷
町
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吉
備
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窪
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岡山県下の米騒動
● 
県下支配階級の対応策を検討するにあたって、勿論、全国的規
模における天皇制権力機構、独占ブルジョアジー、寄生地主の対
応策の一環として考えるのであるから、特に中央の政府、財界等
の対応を考慮し、それと本県下の支配層のうごきとを関連させて
考える必要がある。しかし、全国的規模での対応策については後
の機会にふれることとして、ここでは、主として岡山県下に限定
して考察した焔又、地方当局のうごきについては、富山県の場
合についてかなり詳細にふれたので、本稿では、特に岡山県下の
特徴とみられる点についてやや詳しくのべてみよう。
第一次大戦中から各地で、労働者の賃上げ要求スト、小作人
（１） 
の運動、農民の製糸工場への陳情が起っていた。郷土の犬養木
堂らによって鼓吹された憲政擁護の思想は、犬養崇拝と相俟っ
て、広汎な大衆をとらえ、大衆は徐々に政治生活の中にひきいれ
られていった。又片山潜、森近運平、山川均らをうんだ社会主
義運動も、無実の森近の逮捕と処刑によって深刻な打撃をうけた
（２） 
が、ふたたび芽生えつつあった。こうした情勢の中で、県内支配
層は県郡市町村を通ずろ天皇制の末端機構の強化によって弾圧の
背骨を整備するとともに、その補強として青年団、消防団、在郷
軍人の訓練と強化に力をそそいだ。特に一九一八年（大正七年）
急激な物価騰貴によって、大衆の生活が破綻し、社会不安がつの
２
支
配
階
級
の
応
対
るとともに、この傾向は促進された。たとえば、一月十二日付町
村吏員優遇通牒、巡査の増俸（六・一三）郡書記の増俸（六、二
三
）
等
は
、
町
村
官
吏
警
察
官
を
優
遇
し
、
そ
の
離
反
を
防
ご
う
と
し
た
も
のである。又五月二六日の郡市長会議では、地方改良団体に関す
る件、軍事救護に関する件、救済事業に関する件、青年団体並帝
国
在
郷
軍
人
会
助
成
に
関
す
る
件
に
関
し
、
指
示
を
与
え
て
い
る
。
更
に
二
十
八
日
開
か
れ
た
署
長
会
議
で
は
、
工
場
法
施
行
状
況
に
関
す
る
件
と
と
も
に、警察官吏とエ場監督官との連絡に関する件、｜戸口調査に関す
る件等を指示し、工場労働者やへ各家庭への警戒を強めている。
以上、公表された史料にもとずいてのぺたのであるが、このほか
富山県の場合と同様に、更に厳重な機密の指示事項があったもの
と推定される。
こうした権力機構の強化とともに、細民の救済、被差別部落民
の救済、又は融和を進めることは支配階級の常套策であるが、特
に岡山県の場合、この政策の一つとして済世顧問制度（大正六年
五月）が設けられた。この制度の創設の事情について知事笠井信
一は次のようにのぺている。
『大正五年五月十八日、宮中に於て県下の貧民状態に付御下問
を蒙り、調査したるに其生活標準の立て方に依り員数の差甚だ
しく到底万人の首肯する貧民数を知るべくもない。仮りに都市
に在りては県税戸数割賦課等級の最下級即ち一ヶ年平均六銭を
負担するもの及び岡山市に於ては家賃一ケ月一円三十銭以下の
’ 
（８２） 
ヴ岡山県下の米騒動
借家に居住する者を調査したるに、戸数二万九千九百戸、人口
十万三千七百十人といふ驚くべき数を発見した。而も其の生活
状態は悲惨実に云ふに忍びざるものあり、又其の員数だけでも
県民の一割は極貧であることを示す。若し夫れ子弟の教育費に
苦しみ、医療費に差支へ、家賃、租税に困難して居る者を調査
しなば幾何あるか思ひ半にも達せぬであろう。人間は辛ふじて
雨露を凌ぎ、辛ふじて衣食して生きて居ればよいと云ふもので
ない。独立自営、人の迷惑にならず進んで社会の為にし、国家
に貢献して善良の国民たる資格を傭ふくきである。仮りに御下
問が貧民状態に対してでなく、国民たる資格者の数如何であっ
た
と
せ
ば
、
其
の
数
や
必
ず
少
く
知
事
顔
色
な
し
と
申
す
処
だ
。
更
に
県
（３） 
民全部から此の資格者を除けば貧苦の数は莫大に上る』
この県知事の言葉は、移しい悲惨な生活困窮者の存在の中から、
辛うじて一割の貧民を算出する標準をたて、天皇に奉答した苦衷
を卒直にあらわしている。さて、これを契機として、知事を中心
として、県当局は若干合理的な救貧対策の樹立をめざし、急ぎ立
案の準備を進めた。その結果できあがったのが、この済世顧問制
度であった。次にこの内容について若干のべてみよう。済世顧問
設置規程によれば
〈
、
、
、
、
第
一
条
済
世
顧
問
ハ
県
下
市
町
村
ノ
防
貧
事
業
ヲ
遂
行
シ
個
人
並
社
会
ヲ
向
上
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
第二条済世顧問ノ防貧方法ハ精神上ノ感化、物質上ノ斡旋等
一一依り現在及将来二於ケル貧困ノ原因ヲ消滅セシムルモノトス
第
三
条
略
、
、
、
、
、
、
第四条済世顧問ハ郡市長ノ推薦ニ依り知事之ヲ嘱託ス
郡市長前項ノ推薦ヲ為サントスルトキハ第五条ノ資格ヲ有スル
者ノ内ヨリ関係警察署長及町村長ト協議詮衡スルモノトス
第
五
条
済
世
顧
問
二
推
薦
セ
ラ
ル
ヘ
キ
者
〈
左
ノ
資
格
ヲ
具
備
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
ー
人
格
正
シ
キ
モ
ノ
ニ
身
体
健
全
ナ
ル
モ
ノ
三
常
識
二
富
メ
ル
モ
ノ
四
慈
善
同
情
心
二
富
メ
ル
モ
ノ
、
、
、
、
、
、
、
、
℃
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
五
市
町
村
内
中
等
以
上
ノ
生
活
ヲ
営
ミ
少
ク
ト
モ
俸
給
ヲ
以
テ
衣
食
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ノ
資
二
供
セ
サ
ル
モ
ノ
六
忠
実
勤
勉
其
ノ
職
務
二
尽
ク
ス
ヘ
キ
モ
ノ
第
六
条
略
（４） 
第七条済世顧問ハ名誉ノ職トナシ之ヲ優遇ス（傍点筆者）と。
この規程によって、顧問に任ぜられたものは、概ね、各市町村の
、
、
、
、
、
、
（
５
）
中流の名望家であって、巨大地主や大富豪はふくまれていない。
そして、非常に詳細な『細民調査表』によって貧民を個別に調査
し、防貧対策、社会改良の資料とした。しかし、この制度の運営
に対しては、ほとんど予算を計上せず、初期は顧問会議の旅費す
ら自弁であった。さて、この制度は、余りにも広汎な被救仙民、
（８３） 
－－－．－ 
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辞
岡山県下の米騒動 窮民の存在に驚き、又、こ層の科学的調査すら困難な現状に際し
て県当局が急ぎ、ドイツのエルバーフェルド又はライプチッヒ
等の救貧対策を参考として、立案したものである。しかし、結局
は、いうにたる財政措置も譜ずることができず、市町村の名望家
秩序に依存し、従来のなきに等しい官僚的救貧システムをおぎな
い、それによって天皇制官僚機織を補強せんとしたものにすぎな
い。従ってこの組織は米騒動を中心とする広汎な大衆的運動を阻
止するような役割を果すことはできなかった。大正十年済世制度
を拡充強化し、新に済世委員を設けることになるのであるが『二
十年史』は次のようにのべている。
近代的社会施設の王座を占むる済世顧問制度も創設以来一年
有余にして、前古未曽有の米騒動に逢遭し、更に大なる示差を
受けた。即ち世界大戦の余波を受けた我経済界は空前の躍進的
発展を見るに至ったが、同時に叉資本主義経済機構に随伴せる
各種の幣害も亦頓に深刻を加へ来つた。而して米騒動を契機と
して社会の表面張力破れてより俄然細民の激増、社会思想の混
乱を招来し、世を挙げて不安焦燥の念に駆らる上に至った。此
の間に処した我が済世顧問の活動は個人の救済に、或は防貧、
財団の組織に相当の成績を挙げたのであるが、しかも全県下否
全天下を襲ひ来れる膨潮たる社会不安の大風渦中にあって従
来の如き、則顕主義に依る澗肱点々たる済世顧匿の力を以てし
ては到底充全を期すべくもなく……
以上のように、この制度は決して実効をあげることはできなかっ
たのであるが、注目すべき点は、全国にさきがけて県当局が、ド
イツの制度に模して、いくらか合理的な救貧制度を設置しようと、・
した点である。これは丁度、巨大な寄生地主としての大原家が明
治末から大正期にかけて、次第に産業資本に上昇し、大原農業研
究
所
、
大
原
社
会
問
題
研
究
所
を
設
置
し
、
社
会
政
策
を
強
め
る
行
き
方
を
したのと対照される。（この点については第二部で詳しくふれる）
特に南部の平野地帯を中心として、近代的繊維工業や、商品生産
的農業が発展し、それに伴って製糸・製藺、足袋等の諸加工工業
が発達した県下の社会的基礎の上に、このような県当局の「先一
Ｊ
 
進的」施策が生れたのである。
４
 
以上のべたような、官僚機構の強化と貧民の救済、善導によっい
て深まる社会不安に対処しようとしたのであるが、一方物価特に一
米価は米産地であるにもかかわらず急上昇を続けた。これに対し
て
県
当
局
は
、
政
府
の
米
価
政
策
に
従
っ
て
朝
鮮
米
の
輸
入
促
進
、
米
価
調
節課の新設等種々の施策を行ったが、何の役にも立たなかった。
岡山市場の米価は他市場に比して最も高く、遂に六年二九日、農
商
務
省
鈴
木
書
記
官
の
警
告
を
う
け
、
一
時
立
合
を
停
止
す
る
ま
で
に
至
っ
た。七月の大豪雨はこの傾向を一層進めた。もはや、米価政策は
完全に破綻し、米価は奔騰を続け、大衆の生活は危機に瀕した。：
貧
民
層
の
み
で
は
な
く
て
、
中
産
階
級
の
生
活
の
危
機
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
、
、
なった。各市町村当局は先ず外米の販売を行うことによって貧民
蕊蕊辮溌蕊蕊：蕊欝蕊蕊蕊蕊蕊 鶴蕊蕊駿騨jii蕊溌蕊 蕊
層を救済しようとし、外米の獲得に努力し、一部では外米の廉売
が行われる。しかし僅かの外米では広汎にして深刻な食糧危機を
救うことはできなかった。この危機の解決のためには、大衆自身
が行動を起さねばならなかったのである。
さ
て
、
県
下
の
大
衆
運
動
は
九
・
十
日
か
ら
十
五
・
六
日
に
か
け
て
、
ほ
とんど全県的に、一斉に高まった。この騒動の勃発への支配層の
対応は次のように要約できるであろう。
Ⅲ警察は小規模の所は駐在巡査の説得によって解散させている
が、はげしい地点では隣接町村より応接巡査を得て、全力をあげ
て
鎮
圧
に
当
っ
た
。
し
か
し
多
く
の
場
合
実
力
に
よ
っ
て
解
散
さ
せ
る
こ
と
ができず、むしろ町村当局との協力によって、救助の約束と説得
によって大衆の解散をまった。警察が抜剣（総社町）や威嚇によ
っ
て
解
散
さ
せ
よ
う
と
し
た
場
合
、
大
衆
は
投
石
そ
の
他
で
こ
れ
に
抵
抗
を
している。南部の倉敷町周辺のように各地で一斉に大衆運動が起
った場合、警察は隣接署と連絡をとりかなり機動的に対処したが
，ほとんど無力化した。このことが又各地の大衆の艇起を促す結果
動
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
綱②市町村当局は警察の鎮圧を補強するために、在郷軍人、消防
両団、青年団を動員した。このなかで最も組織だったのは消防団で
県あったが、落合町、津山町にみられるように、かえって消防団が
山岡騒動の応援を行い、又各地で警鐘は大衆動員の合図になった。青
年団も団としてではないが騒動に参加しでいる場合が多い。在郷
軍人の鎮圧の際の活躍はめだっていない。しかし、これらの諸組
織は、後述するように、騒動後の事後には支配秩序の中にくみ入
れられ、自警団の組織に発展する。
③町村当局は、郡当局の直接の指導によって、有力者（警察署
長、消防団長、寄生地主、大商人、資本家）を招致して、対策を
協議し、一面、警察を中心とした鎮圧にたよりつつ、他方、部落
の総代など名望家による説得を行い、同時に、救済策を施行し
た。救済策は町村内有力者の寄附や町村費の一部を財源として、
白米、外米の廉売を行った。この場合、廉売値と時価との差額
は、寄附金や町村費によって補償されたのであり、結局は、寄附
金の一部は寄生地主や大米穀商の手に還流し、長期的には米穀商
の一定の利益はむしろ保証されたわけである。
山襲撃の対象になったのは、ほとんど、寄生地主である大米穀
商、肥料商、高利賃であるが、これらのうち、早くから大衆の動
揺を察知し、外米の輸入や廉売、又は寄附を申し出ているものは
襲撃を回避しえたが、日常大衆の不満をかっている者や、特に積
極的に買占めを行ったような者、又は大衆の要求を拒否した者は
はげしい復讐的攻撃をうけているのが目立った。倉敷町の大原・
大橋両家は各地の動揺を察知し、早速合計一万円を寄附し、その
結果襲撃を回避しえた。これに反し、岡山市の沢田・岡崎両家の
ように、容易に寄附と廉売を承知せず、倉敷の騒動の後漸く、申
し分け的な廉売を行った者は、かえって大衆のはげしい不満をよ
（８５） 
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岡山県下『の米騒動ぴ起した。北部の場合比較的騒動が小規模であったため、富豪達
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は概ね、一町又は一村、一部落程度の地域的な救済で事足りたが
南部の場合特に倉敷町の騒動以後、ほとんど全面的な不安の中
で、・有力者は相次で寄附を行い、又大地主は郡の規模で寄附を行
っている。又騒動にあたってはじめは、これらの富豪は各個撃
破をうけ、各々が大衆の寄附又は廉売の要求にやむなく応じた
が、これらの寄附金の額や廉売の価格、数量は個々バラバラで統
一のないものであったので、極めて不利な状態にあった。そこで
早急に町村当局、警察等が中心となり、寄附金や廉売条件を調整
した。この場合も南部の都窪郡は比較的早く郡単位に「厚生会」
を設置した。これらは岡山市の米価調整会のように騒動後は米穀
の統制配給機関に発展するのである。
又、工場、鉱山では、賃金増額要求に対し米の廉売を行い、之
を家族にまで及ぼし（倉敷紡績）安価な食堂を設置し（鐘紡）労
働者の食糧危機を解決するとともに、町村当局には寄附を行い、
救済を援助している。特に騒動の勃発した神ノ島や吉岡鉱山では
労働者側に大きく譲歩し、解決をはかっている。
以上のように県内富豪層は、何れも深刻な動揺に陥り、一致し
て権力機関の指導のもとに鎮圧救済をはかった。この中で、先に
ものべたように大原家のように、極めて敏速に、救済に進む者と
全県的な騒動に発展して後はじめて寄附金を申し入れる者等のょ
（７） 
うに、「産業資本」と寄生地主では若干の相達はあるが騒動に対
しては、一致して救済にたち上っており、その間に矛盾対立はほ
とんど見られない。「「米価調済会」は官僚が指導し、一定限度の
米価に抑制することによって、資本家層の低米価の要求を充し、
同時に寄生地主、米商に対しては一定の利益を保証するものであ
った。四騒動の鎮圧に対しては、あらゆる力が動員されるのが常であ
るが、その一つは宗教、特に仏教の力である。富山県の場合や神
戸の部落の場合、僧侶の説教が行われた例はあるが、岡山県の場
合
、
僧
侶
の
活
動
し
た
例
は
顕
著
で
は
な
い
。
む
し
ろ
寺
院
が
大
衆
の
集
会
（８） 
に利用され（妹尾町、総社町等）あるいは梵鐘が集〈ロの〈ロ図に利
用されている点よりみれば、寺院がむしろ黙認又は同情を示した
とさえ考えられる。
次に岡山県の場合、各地でいわゆる『やくざ』の様々な形態の
活動が目立っているが、これに対して、有力者層は買収（津山市）
を行って、彼等を自己の側にひきいれようとしている。又、騒動
のきっかけを作りながら、積極的に参加していない例がかなりあ
るが、これらは、多かれ少かれ非常に動揺的な彼等が買収その他
に
よ
っ
て
活
動
力
を
失
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
彼
等
が
積
極
的
に
大
衆
運
動
を
妨
害
し
た
例
は
少
な
尾
⑤倉敷町に続く岡山市の激烈な騒動の展開は、倉敷町の騒動以
後
、
で
き
名
限
り
の
予
防
策
を
講
じ
て
い
た
だ
け
に
県
内
支
配
層
を
深
刻
な
恐怖に陥れたものであった。十三日から十四日朝にかけての騒動
（８６） 
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岡山県下の米騒動 には第十七師団より一ケ中隊が派遣され、警戒に当った結果》
漸く鎮圧することができた。この夜は、警察は全く無力化してい
た。群集は軍隊に対しては抵抗せず、これを避けつつ他の場所に
おしかけている。この騒動の報をきいて、上京中の笠井知事は急
ぎ帰岡し、十五日午前部課長を招集し、善後策を協議した結果、
次のような「岡山県令第三十五号」を発した。
『当分ノ内市街地二於テ日出前、日没後濫リ一一五人以上集団又
ハ
連
行
ス
ル
コ
ト
ヲ
禁
ス
前項二違背シタル者ハ拘留又〈科料二処ス
本
令
ハ
発
布
ノ
日
ヨ
リ
施
行
ス
大
正
七
年
八
月
十
五
日
岡
山
県
知
事
笠
井
信
こ
又記者団には次のように語っている。
『………取締につきては更に師団と交渉してより多くの出兵を
求め、又在郷軍人、市青年団を促して、規律ある取締をなし、
一方野次の禁止につきては県令を以て日出日没後、五人以上市
中に集団又は連行することを厳禁し、一般県民に対しては警察
犯処罰令の必要事項を摘載して配布し、注意を与ふることとせ
「り。又救済の方法につきては根本的解釈をなすべく考究中なる
が取敢へず郡市町村に通牒して、廉売を実行せしめ同時に寄附
金に依って彼ら貧民を救助することは最も急事なりと信ず、尚
現時の状態にては市内の廉売米を購入する者の多数は市民に非
ずして郡部町村民なれば、かくては後日市民を飢餓に陥らしむ
「るおそれあり、此点につきても青年団員及警察をして郡部の市
（９） 
内に進入するを防禦すべく命令せり：．…』
この知事の談話は八月一三日の郡市町会議の際詳細に訓示事項に
とり入れられ、又自衛団、米価調済会の組織に具体化され、騒動
の事後政策の骨格をなすわけである。又ここでもう一つ注目すべ
き点は、岡山市内に郡部市町村民が多数入り、廉売米を購入して
いる点に警告を発していることである。これは市民と、郡部町村
民を対立させる意図をもっているものと考えられるが、何れにし
ても、倉敷の場合といい岡山市の場合といい都市周辺の、半プロ
層や農民が市民とともに闘っている点は重要なことである。
騒動の勃発に対する県内支配層の直接的対応は以上のようであ
る
が
、
次
に
事
後
の
主
要
な
政
策
と
し
て
、
自
衛
団
、
米
価
調
済
会
の
組
織、検挙と裁判について簡単にのべてみよう。
自衛団に
つ
いて
先にも記したように、大衆運動に対して、警察を中核とし、青
年団へ消防団、在郷軍人会をその補助として鎮圧体制を整えたが
広汎な民衆の行動に対しては、決して充分に力を発揮することは
できなかった。この体制を整備し、騒動の再発を防止しようとし
、
、
た
の
が
、
自
衛
団
の
組
織
で
あ
る
。
こ
れ
は
警
察
が
権
力
の
直
接
的
弾
圧
を
感ぜしめるのに対して、民衆の一部が暴徒に対立する、暴徒に対
し
て
自
ら
を
守
る
と
い
う
感
じ
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
騒
動
の
再
発
を
（８７） 
岡山県下の米騒動
防止し、その再発にあたっては容易に鎮圧することを目的とした
ものである。内務部長は各郡市長に対して十七日次のような通牒
を発した。自
衛
団
組
織
に
関
す
る
件
近時暴民各所に蜂起し、騒擾を事とし甚だしきは放火掠奪を違
うし、良民生業に安ずる能はざるは誠に聖代の痛恨事なり、之
が秩序の回復に付ては警察官主として其の任に当れりと錐も其
の力自ら限りあり、凶暴の事所在瀬発する場合にあっては応急
の機を失することあるも誠に己むを得ざるなり、今日の状態を
案ずるに暴民警察の虚を衝かんとする＄のなれば、各自治団亦
之に傭ふる用意なかるべからず、貴官に於ては既に夫々の慮画
計せられ候儀とは存候へ共暴民襲来の倶ある町村に対しては此
の際青年団及在郷軍人会、消防組等提携の下に左記要領を参酌
し秩序ある自衛団を組織せしめ極力秩序維持に努力せられ度右
及
依
命
通
牒
候
要
領
一、青年団第二部員（年齢二十才を超へたる者）在郷軍人会員
及消防組員等を以て自衛団を組織し団長共他の幹部を定め規
律ある行動をなすこと。
二、自衛団には本部支部を設け互に連絡を保ち警戒を厳にし部
内平静の実を拳ぐること。
三、自衛団には市町村役場、警察署、巡査駐在所及隣接市町村
の本団と連絡を保ち、警戒線を滋くし、首尾相応し隣保相扶
け暴民の容るべき余地左からしむること。
四、五略（筆者）
六、部内の秩序破壊せられんとする場合に於ては警察官又は幹
部の指揮に従い一致協力自衛的行為に出づること。
七、自衛団は他より酒食其他物質的援助を求めざること（山陽
新報八、一八）
この通牒をもとにして郡の直接的指示のもとに各市町村に自衛団
が
組
織
さ
れ
た
。
そ
れ
は
各
郡
、
市
町
村
に
よ
っ
て
若
干
内
容
が
異
る
。
た
とえば都窪郡下の自衛団の規約には注意事項として次の点を指摘
している。
川自町村に事起りたるときは一同一Ｐを鎖して見物に出でしむく
か
ら
ず
阿他町村に事あるも自町村より見物の為め行くことを厳制すべ
し
又ここでは『自衛団員又は他有志者中より決死の士を募り自衛団
武勇隊を組織すること』を決定している。又瀬戸町の自衛団は、
暴
徒
襲
来
の
予
行
演
習
を
行
お
う
と
し
た
が
、
警
察
の
注
意
に
よ
っ
て
中
止
した。このように発足にあたってはかなり力を入れたのであるが
一つには次第に平穏に向ったこと、二つには、経費を市町村費の
一部又は寄附金に仰いでいたため、その支弁に障害を生じ、岡山
市のごときは早くも八月二十三日、大巾に警戒を縮少し、事実上
（８８） 
辮鋼繍辮 轍灘iWj鍬織聯 ＃ 繍辮鱗.．」.●ﾛﾛﾉⅡ... ソ瀧卜}'
１ 
ｻﾞ 
岡山県下の米騒動
中止している。以上のように自衛団は、騒動の経過の中で生れた
鎮圧体制のいわば結論であったが、平穏に帰するとともに事実上
解消するに至った。しかし、天皇制権力が、警察の力のみでは大
衆運動を抑圧することができず、軍隊に頼り、更に民衆の一部に
その支持を求めざるをえなくなったことは重要なことである。
米価調済会について
米価の暴騰が極まる所を知らず、大衆の不安はますます深刻さ
を加え、富山県、その他の騒動の報が伝わり、県内各地の小規模
の動揺が伝えられていたが、倉敷町の騒動をきっかけとして、騒
動は津波のように全県を被うに至った。この時いち早く、十二日
には倉敷町を中心とする都窪郡に『厚生会」十三日には岡山市に
『米価調済会』が組織された。岡山市の場合、市長代理を中心と
し
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組合員等によって組織し、かなり長期にわたって、内外国米の廉
売、廉売米受給者の資格、等食糧の買入、販売を一手にひきうけ
ている。厚生会は十二日、郡役所に於て、郡長以下各町村長青年
団長等の会合が行われ、これには郡内の有力者を代表して大原孫
三郎も出席し、郡内の在米を他に輸出せざること、白米廉売価格
の統一、郡内有志者よりの救済資金の募集等を決定し、その実行
機関として設立された。又各地にこのような米価調節の機関が設
立された。その一つ、宇野村の米価調済会会則では次のようにの
べている。
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造船部宇野工場を以て組織す（山陽新報八二八）
以上のように米価調済会は、米価の安定を要求する資本家側（倉
紡、鐘紡、三井造船等…）と、各個撃破で廉売を強要される寄生
地主、米穀商側によって組織されたものであり、その指導は勿論
県郡市町村当局が行った。
この調済会は岡山市では特に重要な役割を演じた。それは十月
末に至るまで廉売米の独占的配給機関として存続し、この間、次
第に廉売方法を整備していった。八月二十七日には廉売範囲を次
のように変更した。
｜、廉売を受くる者の資格を左の通変更すること。
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以上例目の内納税額僅少なる者にして特に廉売を受け度き事情
を願出で本会の承認を経たるものは此限りにあかず。
これは従来よりかなり範囲を縮少したものであった。所がこれで
も全市二万戸のうち一万二千戸すなわち六割が有資格者であっ
た。しかもこれ以外にも廉売米を要求する者があったのであるか
ら、実際には六－七割の人々が廉売米を得ていたわけであるｐ
調済会は九月二十一日から従来の廉売価格一升三十銭を三十四
（８９） 
岡山県下の米騒動 銭にひきあげ、次第に廉売価格を引上げることによって廉売の
廃止に進もうとした。かくして十月一杯で廉売事務一切を市役
所に委託し、その業務を終った。
尚天皇よりの御下賜金については、恩賜廉売券を特別に発行し
「聖旨」を県民に伝えている。
検挙および裁判について
大衆運動が昂揚している問は、慰撫説得に訴えていた警察も、
その問に着々と検挙の態勢を整えていた。騒動が峠をこすとみる
や、一斉に目星をつけていた者の逮捕に乗り出し次から次へとい
もづる式の検挙が続いた。岡山市の場合、騒擾事件としての被起
訴者は一六二名であるが検挙者は四百五・六十名（八・二四山陽
新報）以上であった。この中で被差別部落民に対しては、特に徹
底的であった。この模様を八月一一二日の山陽新報は次のように伝
える。『十九日来岡山署にては西大寺・石井両署の応援を求め過般の
騒擾を奇貨としてあらゆる掠奪をなしたる犯人を岡山市内外の
特殊部落について一斉に検挙し遂に二百数十名の隈なる男女を
岡山署に引致し……』
八十名の女子を含めての、この大検挙は無慈悲な天皇制警察の部
落民に対する復讐的行為とさえ考えられるものであった。又神戸
でも、岡山県各地でも、「本当にやった者はつかまっていない』
という言葉をよく聞く。たとえば、船穂村ではむしろ首謀者とみ
● 
ら九る『大向堕は検挙さえ免れている。こうした事実は第一に
騒動後の大衆的検挙がデタラメであったこと、第二には、特に暴
行
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次に起訴と裁判であるが、県下では騒擾事件として扱っている
ものは十四ケ市町村であり、その被告人総数は三一一一名に上って
い
る
。
そ
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は
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、
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を
し
て
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る
町
村
が
あ
り
又騒擾事件として扱っている市町村の中でも、騒動を利用して以
上のような罪を犯したものを個々的に起訴している。又岡山市の
場合のように騒擾、住居侵入、建造物損壊、放火、窃盗、恐喝事
件として重犯として扱っているものも多い。騒擾罪として扱って
いる市町村とそうでないものとの差異は概ね騒動の規模とへその．
ウ
知
０
。
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破壊暴行の大小によると考えられるが、北部の場合津山や加茂が
かなり大規模な騒動が行われているに拘らず、これらは被起訴者
を出していない。従って当局の取扱いにかなりの差異があること
が認められる。
騒擾事件として起訴したものは、その犯罪事実の立証が余りに
も強引なのに鱗かされる。たとえば先に引用した早島町の場合、
Ⅲお前は倉敷の騒動を聞いたか。②もし聞いたならば、結局貧民
大会は米商其他を襲撃し乱暴をすることを知っているか。とのこ
｡ 
（９０） 
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岡山県下の米騒動
つの問に『ハイ』と答えさせることによって『暴動団体ノ全部ヲ
指揮統率セル首魁』に仕立てているのである。しかも四名の被告
は騒動そのものには積極的役割は果さず、又貧民大会を平和的に
やることを話し合っているのである。大体、県下各地の騒動の場
合、はじめから明確な指導者がいて、彼等が計画指導しあるいは
率先助勢した例は極めて少なく、むしろ大衆の自然発生的な騒動
の中から、ばくぜんたる指導集団が形成されている場合が多い。
それを首魁あるいは率先助勢として扱い、しかも極めて峻厳な刑
罰を科しているわけである。たとえば落合町では八名に懲役三年
から六ヵ月、五名に罰金へ高梁町二年六ヵ月、倉敷町二年六ヵ月
から六ヵ月十一名、罰金一名、早島町、一年から六ヵ月六名、罰
金一名等であった。又裁判に当っては、検察側の証人は多数採用
しているにも拘らず被告側の証人は却下している場合が多い。
以上のように米騒動に対する検挙と裁判は極めて峻厳であり、
しかも無理な犯罪の立証をしている点が目につく。こうした不公
正な裁判に対しては、人民の側ではその権威をみとめていない例
がかなりある。たとえば船穂村では前述の浅野氏は次のように語
る。『私は刑務所に入ったが、しかし恥とは思わん。欲得でやった
でなし、決して恥と思わん。私がもし裁判所で本当のことを隠
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この仲間のために一切口をわらない「罪人」に対して、小作人達
魁
は乏しい金を出しあって弁護料、保釈金、差入の世話をして出獄
を
待
っ
た
の
で
あ
る
。
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合
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し
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る
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む
しろ同情を以て、刑を科せられた人々を犠牲者として語るのであ
る。天皇の名による裁判が犯罪人として罰する人々に対して、人
、
、
、
民の側では犠牲者として、友情を以て扱いはじめたことは、天皇
制の権威が部分的ではあるがくずれはじめたことを物語るもので
ある。詮（１）
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前掲、岡山県米騒動日誌参照。
社
会
主
義
運
動
等
に
つ
い
て
は
第
二
部
で
ふ
れ
る
。
岡
山
県
労
働運動史資料（下）によれば、当時六・七人の主な社会
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義
者
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、
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潜
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岡山県済世制度二十年史、七、八・頁。
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（大原）、製紙その他若干の小規模な経営に投資する者
（野崎）とに分れていた。ここでは前者を「産業資本」と
の
べ
た
、
第
二
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述
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岡山県下の米騒動
Ｉ
大
衆
運
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の
発
端
と
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播
岡山県下でも大衆運動のきっかけを与える上で富山県の『女
房一摸』を伝える新聞の報道は決定的に重要であった。この報道
は八日の県下各地に伝えられたのであるが、県下の騒動は八、九
日先づ北部の町村ではじめられ、十日頃から全県的な高まりをみ
せる。北部で先づ展開された理由としては、．Ⅲ七月の豪雨の被害
が
大
で
あ
っ
た
こ
と
②
米
の
移
出
地
で
あ
り
、
大
衆
の
面
前
で
移
出
さ
れ
る米の積出阻止にあったこと、の二点が考えられるが、特に第二
の点については、例えば落合町の騒動の主役であった浜田は山陽
新報の通信員であり、富山県の積出阻止の闘いについては熟知し
ていたと考えられる。何れにしても米産地である北部諸地方で、
富山県の場合と同じく先づ積出阻止の大衆運動を展開しているの
は偶然ではないように思われる。又南部の騒動の端緒的中心をな
した倉敷町の場合も、新聞の報道の役割が犬であったことは前述
の黒川氏の日記より明らかである。又新聞は十日頃から県下各地
および他地方の米騒動の記事を大々的に掲げたのであるが、これ
もの報道が大衆に行動への意欲をもりたてていったことは確かで
われている例が二、三ある。
（
９
）
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、
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質
ある。このように県下の騒動の場合も大衆運動の発端と伝播で、
新聞の報道は最も重大な役割を果している。
次に、目撃者の談話や噂話も事実を生々しく伝え、大衆運動を
伝播する。特に北部の場合、福渡村、金川町の騒動は、旭川を通
じて落合町から、鉄道を通じて津山町から、目撃者を通じても伝
えられたと考えられる。又南部の倉敷町周辺、岡山市周辺の米騒
動は明らかに、目撃者の話や噂話によって伝えられた。特に、近
郊諸地帯が経済的に強く結びついていた（例えば農村から都市の
工
場
に
通
う
、
あ
る
い
は
都
市
が
農
民
の
た
め
の
市
場
を
な
す
）
の
で
倉
敷
町を中心として、梢おくれて岡山市を中心として、一斉に大衆運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
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た
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が
行
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と
い
う
例
は
な
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が
、
半
ば
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的
に
各
地
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に
加
わ
っ
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は
あ
る
。
例
え
ば
、
山
陽
新
報
十
月
七
日
は
次
の
記
事
を
掲
げ
て
い
る
。
，
『岡山市石井無職前田春吉は先に県下各地に騒擾事件勃発当時
暴徒の群に投じ職に煽動し又掠奪をなし特に妹尾町に於ける暴
動事件勃発当時の如きは市内より十数名の無頼漢を引連れ汽車
にて同地に出掛け多数の暴徒を糾合して暴動を働き其筋にても
当時より目星をつけ居りしが巧みに所在を晦まし岡山署一部刑
事の如きは之が逮捕のため一方ならぬ苦心を重ね……」
こ
の
よ
う
に
や
く
ざ
の
一
団
が
二
、
三
の
町
村
の
騒
動
に
加
わ
っ
た
例
は
あ
り、又被差別部落民の間ではかなり連帯意識は強かったようであ
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岡山県下の米騒動
２
大
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県下の騒動も、極めて自然発生的性格が強く、社会主義者や無
政府主義者による指導も、大衆団体や政党による意識的指導も見
られない。しかし、大衆の集合を求める貼紙、警鐘擁鐘が各地に
見られることは、ある程度の計画と指導があったことを物語って
いる。これらの計画と指導の役割を果したのは、やくざ（早島町
箭田村、高梁町、舟穂村等Ｓ、火消し十人組（津山町『有識者を
中心とする碁打仲間（落合町『町の顔役や有力者（福渡村、金川
町）等である。この中で、町の顔役や名望家が自ら町村民大会を
開き、救済策を提示し、共同体内部で平和的解決をはかっている
る。側えば前述のように中須賀の定平酒店には、久米村、院庄
方面からと三保村からの部落民が合流しておしかけている。又逮
捕の手をのがれるために、部落民とやくざは、他地方の部落やや
くざの顔役を頼っている場合がある。
さて、以上のような騒動の伝播の中で、岡山県下の特色とみら
れる点は何であるか。
Ｈ特に南部の場合顕著であるが、騒動が中小都市を中心として
、
、
、
短期間（多くは一、一一日）一斉に、しかも広汎に起っている。
ロ倉敷町八岡山市に顕著にみられるように、都市の騒動にかな
りの近郊農民が参加しており、又近郊の寄生地主、高利貸に
対し都市住民が農民とど＄におしかけている。
》・迪
到もの（福渡町〉金川町）ｑもあるが、多くは、貧民大会（町村民大
会とよんでいるが実際は貧民大会の性格を釘もつものを含む）から
代表を選んで交渉させ、あるいはそのまま群集となって目標にお
しかけたりしている。この場合、群集の中から、交渉者あるいは
指揮者などの自然発生的糧導部をうみ出している。しかし、貼札
や警鐘によって騒動をよび起した者が、そのまま大衆運動の指導
をしている場合もあるが、むしろ指導部は随処に急速に交代する
不特定の人物である場合が多い。（所が警察当局は、騒擾罪を成立
さ
せ
る
た
め
強
引
に
一
貫
し
た
指
導
者
を
デ
ッ
チ
あ
げ
て
い
る
Ｉ
早
島
町
）
次
に
群
集
の
集
団
は
、
数
千
名
の
大
集
団
か
ら
数
十
名
の
小
集
団
ま
で
あ
り
、
農
村
や
小
都
市
の
場
合
多
く
は
同
一
町
村
あ
る
い
は
部
落
の
住
民
に
よ
って構成されるが、南部の岡山市、倉敷町、茶屋町等のように、
近郊からｑも合流している場合馴》ある。
次に大衆の内部で一定の任務分担や組織を＄》った９℃のは少いが
（落合町は例外）、消防団（津山町、久世町〉湯原村）青年団（個
々の団員ではなくて青年団として）、（岡山市、構畑、被差別部落）
車夫の集団（立島町）などはかなりの組織性を示している。しか
し、何といって剣も集団の中で各地で幻もっと船）団結力を示したのは
被差別部落民の一団であった。
次に大衆運動の形態で種々様々であるが、一応類型的に分ける
と次の通りである。
ハリピーフ
（９３） 
岡山県下の米騒動
瞥鐘、祐鐘
町村民大会
貧
民
大
会
栃威、襲蝿（矼肋藤噸Ⅷ灘職とった市町村名につい）
この中で、岡山県下では特にハリピラ、警鐘、梵鐘による集合が
顕著である。この点は、各地の騒動が急速に目撃者によって伝え
られたことともに百姓一摸の伝統が強く作用しているものと考え
られる。
又県下では、ほとんどが中小都市、近郊農村を中心とした大衆
の街頭的闘争であり、畑作の農村における農民の騒動文船穂村）
労働者の集団的賃上、一一一（吉岡鉱山、山陽紡績ＫＫ、三井ドック
建設調員業者）を含むのみである。しかし、史料的に確認される
もの以外、各工場の賃上要求や、農村地帯の小規模の騒動はかな
り広汎にあったものと思われる。
３大衆運動への参青加階層
参加階層の分析のためには、特に当時の社会経済的諸条件の究
明が必要である。しかし叙述の都合でこれらは第二部にゆずっ
ているのでここでは一応の概括的叙述にとどめる。先づ手がか
りとして予審調書によって被告の職業別分類表を作ってみると
孜表の通りである。
米騒動被告職業別分類表市町村 落高井幸岡倉早総琴妹玉船箭川山
合梁原島市敷島社浦尾島穂田辺Ｉ
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岡山県下の米騒動
そ
の
特
徴
は
、
》
Ⅲ
工
場
労
働
者
が
少
吃
②職人、人夫等の前期的労働者が約半数をしめている。
㈲小商人も全体の四分の一をしめている。
側中小都市でもかなりの農民が参加している。
従って県全体としては、大部分の騒動が中小都市の下層労働人民
（前期的労働者が中心であり、この中に、工場労働者も含む）、を
中心とし、小商人、農民その他若干の中産層の参加したものと考
えることができる。この調書による分析は県全体の概説は伝えて
誤りないと考えるが、更に次のような点に着目する必要がある。
Ⅲ
騒
動
の
発
展
過
程
大衆運動の起る前には、各地で町村内の有力者や顔役が動き出
し、大米穀商、町村当局への移出中止や廉売、あるいは外米の売
出の要求を行っている。これは共同体内部の名望家層が下からの
要
求
を
支
配
層
に
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
層
の
う
ご
き
が
何
等
事
態
を
改
善
し
な
い
と
な
る
と
、
次
に
は
各
地
の
小
顔
役
（
多
く
は
やくざ）が大衆の意向を代表し、貼ビラその他で騒動のきっかけ
を作る。かくして大衆的集会がもたれる。この集会では、多くの
場合やくざは指導的力を持ちえず、群集の中から数名のバクゼン
たる指導集団が形成され、米穀商その他・ヘ示威的行動が行われる
のである。この大衆的行動には、早島町、琴浦町のようにほとん
ど全町的に参加し爵又加茂村の場合は、一軒残らず半強制的に参
、
加
を
促
さ
れ
、
被
差
別
部
落
民
と
と
も
に
大
衆
的
示
威
を
行
っ
て
い
る
。
と
にかく、各地の騒動で、大衆的運動に対して、阻止的動きをなし
た
集
団
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
あ
つ
く
む
し
ろ
強
い
共
感
と
同
情
を
示
し
ていた。このことは、米騒動がまさに全人民的な規模で闘われた
ことをよく物語るものである。
②
被
差
別
部
落
民
に
つ
い
て
周
知
の
よ
う
に
岡
山
県
で
は
一
九
○
二
年
『
備
作
平
民
会
』
が
設
立
さ
れ
部落民自身の自覚と改善によって差別撤廃を行おうとした。又一
九一二年には『岡山県同志会』が組織され、改善融和の運動が進
められた。これらは改良主義的運動ではあるが、部落内の連帯意
識
を
強
め
る
役
割
を
果
し
た
。
か
く
し
て
、
大
正
三
年
頃
か
ら
、
各
地
で
差
別に対する大衆的抗議が行われるに至った。米騒動の際にも部落
民
は
前
述
し
た
通
り
か
な
り
活
溌
に
う
ご
い
て
い
る
。
勿
論
、
当
時
の
支
配
層や新聞が珠更に部落民の活動を宣伝し、人民層の分裂をはかっ
たこと、又例えば苫田郡高野村では『特殊部落民が暴徒に変ずる
かも知れず」として寄附金を募集した町長に対して、米価の差金
をつきつけて謝罪を要求したこと、などを考慮に入れる必要があ
る
が
、
参
加
各
層
の
中
で
、
最
も
組
織
だ
っ
て
い
た
点
は
認
め
ね
ば
な
ら
を
．
、
、
、
、
、
、
、
Ｔ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
い。特に、農村地帯の小規模の米騒動では、部落民が非常に多い。
当時、農村地帯の下層被差別部落民は、ほとんど土地をもたず、
小作も一般より更に悪条件であり、多くは力役の日傭い、あるい
は行商（三保村の場合）に頼って生活していたのであり、貧農と
（９５） 
いうよりはむしろ、雇農又はどん底の下層労役者としての存在で
鰍あったのである。だから飯米にも事かく彼等は一致して起ち上ら
米ざるをえなかったのである。又被告の職業前分類表の中で小商人
、の存在が多いが、この中にも部落民の行商がかなり多かった点を
鵬考えねばならない。又岡山市の潴畑部落にみられるように、青年
岡
団
を
中
心
と
し
た
か
な
り
計
画
的
組
織
的
な
闘
い
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
注
目
すべきである。又主として部落民のみによる騒動はかなりみられ
るが、中小都市で、ほとんど差別なく一般人と共に闘っている例
も
多
い
。
だ
が
す
で
に
当
時
部
落
内
で
も
、
獲
蚕
や
皮
革
業
な
ど
に
よ
っ
て
かなりの有産層が存在したのであるが、これらに対しては下層部
落民が攻撃した例は見られない。
㈲
『
や
く
ざ
』
に
つ
い
て
．
先にものべたように、県下の各地で『やくざ」の集団か大きな
役割を果している点が目につく。彼等は一定のなわばりをもち、
その内部の興行の利権や、中小商人あるいは有力者に寄生し、階
層的秩序をなした集団を形成している。従って日常彼等は地域の
顔役としてはばをきかせているわけである。従って大衆の生活が
危機に瀕するや先ず大衆と有力者の問に立って活動する（例えば
津
山
町
の
火
消
十
人
組
、
岡
山
市
の
儲
十
）
大
衆
が
す
で
に
行
動
を
決
意
し
ている場合、しかも大衆の内部にはほとんどいうに足る組織や指
導
を
も
ち
え
な
い
場
合
先
ず
彼
等
の
数
人
は
行
動
の
計
画
を
行
う
の
で
あ
る。しかし大群集を指導する力はもちえないので、一部は大衆運
動から脱落し竃一部は破壊その他に積極的に働く。県下では》や
くざが人民とともに積極的に参加した例が多く見られるが、又逆
の場合も若干見られる。例えば前述の津山町の場合、米穀商側で
はやくざを買収して騒動の取り鎮めを頼んでいる。又次のような
記
事
（
大
正
七
・
九
二
○
、
山
陽
新
報
）
も
あ
る
。
『……両名は八月十三日市内古京町小西荘造より米騒動を鎖圧
せる謝礼として金三百円を同所伊勢村已之吉が受け取りたるを
聞
知
し
「
自
分
等
の
若
者
十
八
人
に
も
分
前
を
遣
っ
て
く
れ
」
と
金
百
十
円及び外に両名が三十円を詐欺して横領していた……」
このほか騒動の際に、これを奇貨とし、米商その他を脅迫してい
る
例
も
か
な
り
み
ら
れ
る
。
又
や
く
ざ
は
そ
れ
ぞ
れ
な
わ
ば
り
が
あ
る
の
で
自分の地域の有力者はおそわず他地域に赴いて、そこの有力者を
おそっている場合がある。何れにしてもやくざが活溌にうごいて
、
、
い
る
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
中
国
の
遊
民
に
つ
い
て
次
の
よ
うにのべている。
『植民地および半植民地という中国の地位は中国の農村と都市
に、広大な失業者群をつくりだした。このむれのなかでは、多
く
の
人
た
ち
が
へ
生
活
の
た
め
の
い
か
な
る
正
当
な
道
を
も
失
う
こ
と
を
余儀なくされ、正しくない職業をもとめて生活せざるを得なく
な
る
。
こ
れ
が
土
匪
、
ル
ン
ペ
ン
、
こ
じ
き
、
売
春
婦
、
お
よ
び
そ
の
ほ
、
かの多くの迷信的な職業者のうまれてくるみなもとである。こ
、
、
、
、
の階層は動揺的な階層であり、そのうちの一部分は反動勢力に
（９６） 
￣ 
二
灘溌蕊騨 ’鋪} 瀞
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４
大
衆
の
要
求
と
攻
撃
対
象
大衆の要求は各地ともほとんど同一で、米価の値下（廉売）寄
附金の提供、移出阻止、買占反対であった。又米以外の酒、醤油
の値下を要求している所もある。（高梁町）
又買占めによって不当な利益を得ている商人や、挑発的な言葉
‐買収され易いが、他の一部分は革命に参加する可能性をもって
いる』と。
『やくざ」は勿論社会的条件のちがいはあるが基本的にはこの遊
民のような性格をもっていたと考えられる。大衆がほとんど組織
をもたずへ名望家を通ずる共同体内部の解決方法も効果がなかっ
たとき、このやくざの一部は人民の意向を代表する機能を果した
のである。
又参加者の年齢は、青年のみではなくて、広く壮年層を含んで
いるのが特色（予審調書による）であり、広汎な年齢層よりなっ
ている。性別では、被告人には女子はないが、各地の群集の中に
は多くの女子が参加している。（岡山市・加茂村等）しかし勿論
男子が積極的役割を果している。被差別部落特に岡山市の楮畑部
落では、女子もかなり活溌に動き、数十名の被検挙者を出してい
ることは前述した通りである。
尚、農民の役割、農村地帯の米騒動については第二部で詳しく
のべるので、ここでは省略する。
や行為があったり、又はあったという噂がある場合、大衆は要求
、
、
、
、
、
、
というよりはむしろ、復讐的あるいは制裁的行動に出ている。
工場鉱山労働者の要求は賃金値上であり、吉岡鉱山では、この
ほか払下日用品の値下、労働時間の短縮を要求している。
船穂村の農民の騒動は、具体的要求はなくむしろ地主を中心と
する八軒組に対する憤満の爆発であり、復響的行為であった。
攻撃の対象は多くは各地の大米穀商であり、このほか米肥商や
呉服商、醤油・酒商、高利賃であり、これらはほとんど寄生地主
でもある。このほか北部では町村役場、町村長宅が目標となって
いる。警察官は各地で説得に訴えて、群集の解散をはかっている
ので、小都市では警官や警察関係の建物を攻撃した例はないが、
倉敷署前では群集の示威が行われ、又林野、倉敷、岡山、総社で
は群集は警察を恐れず投石したり、強い抗議をしたりしている。
軍隊の出動した岡山市では、群集は、これを避けている。
又神ノ島の煙害騒動では工場長および副工場長宅、吉岡鉱山で
は鉱山事務所におしかけている。
かくして、大衆行動が終鳩して後も、大衆はそれぞれの要求を
掲げ、何らかの形でそれを解決しようとする。八月一五日の山陽
新報は茶屋町について次のように指摘する。
「斯く救済計画決定せるに拘らず尚不穏の気去らず襲撃の風説
紛々として起り、流言盛に行はれ、真相を捕捉する能はず、多
数の警官、各青年団徹脊警戒に任じたる為漸く事なきを得たる
（９７） 
岡山県下の米騒動
５
米
騒
動
以
後
県下の米騒動は、岡山市が軍隊の出動を要請して収拾したのを
除いては、概ね町・村の自治体内部で処理することができた。県
郡当局は町村の救済策を指導し、又自衛団を組織せしめ鎮圧体制
を補強した。米騒動は、一時的には自治体の基礎をなす共同体内
部で、名望家秩序を動揺させ、大衆自身が寄生地主、有産層町村
当局に直接的に要求を提示したが、何等かの形で大衆自身が町村
政を支配するようなことは全くなかった。各地ともほとんどバラ
ケ
ン
バラな、組織と指導のない食糧暴動は支配階級を震憾させはした
が、彼等に代る建設的秩序をうちたてることはできなかった。
しかし、米騒動の闘いを通じて、自らの強大な力量を感じはじ
め、同時に支配体制の確固不動の神話をもはや従来ほどは信じな
くなった大衆は、｜次第にさまざまな要求をかかげて動き出す。こ
が暴動の性質が最初は食糧暴動なりしも近来漸次其の性質に変
化を釆せる者の如し……』と。
この記事は、大衆が単なる救済の要求から、更に富豪に対する復
讐あるいは制裁に発展することに対する恐れを卒直に表明してい
る。しかし大衆の自然発生的騒動を指導し、大衆を組織化する政
治的要求は出されなかったし、ましてや大衆の革命的綱領は存在
しなかったのである。こうした大衆の主体的条件のもとでは、騒
動は組織的革命的闘争に発展することはできなかった。
の米騒動の大衆に与えた深刻な影響についてはかなり長期にわた
っての歴史的な分析が必要である。さしあたり農民運動の分野に
ついて、第二部で検討を加えるが、ここでは、二、三の注目すべ
き大衆運動について摘記するにとどめる。（一九一八年大正（７）
山
陽
新
報
よ
り
）
Ⅲ
地
方
自
治
体
を
め
ぐ
っ
て
津山町では八月末頃より、騒動当時、有志よりの寄附金を町会
の議決により町費に編入して、救済資金としたため、救助米を購
入した者は町費の保護をうけたこととなり、公民権を喪失するこ
とが問題となった。救済をうけた者は町民の約八割（一一一千百余戸）
をしめたので、全町の大問題となった。大字民大会、町民大会が
相次で開かれ町当局や町議の責任を追求した。結局公民権は確保
されたのであるが、この事件は、非常に広汎な層が救済をうけて
おり、中産層を含む大部分の町民が公民的な問題で町当局を追及
し
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
又岡山市で九月七日から九日にかけて下級市吏員の増俸運動が
起った。各課の代表者が集合し、嘆願書の提出を決議したが、硬
軟二派に分裂し、結局各課長を通じて四割増俸を市当局に要求し
た。この運動も亦、人民層に対立すべき権力機関の末端が動揺を示
し
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
このほか自治体をめぐって、一一、三の町村で派閥抗争、部落間
（９８） 
Ｐｑ 
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の反目などの事実があるが特に注目すべきことは、県、郡に対す
る反対のうごきがあったことである。すなわち英田郡役所内の岡
山県同業組合並に岡山県畜産、木炭三組合事務所へ、英田郡書記
が無断で立入り、組合備附の帳簿を調べ、取乱した事件があっ
た。これに対し組合側と郡当局とは鋭く対立し、郡内の有力者三
名の調停も効を奏せず、九月一三日には郡役所内の事務所を撤去
して他へ移転したばかりでなく、組合機関紙産業時報の主催のも
とに郡長弾劾演説会を開くことを計画するに至った。このことは
すでに産業組合が力を増大し、郡当局の監督に対して、反抗しう
る
力
を
示
し
て
来
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
②
同
盟
罷
工
、
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
，県下では米騒動以後、特に労働運動が昂揚した事実はないが、
次のような同盟罷エ、サボタージュが行われた。（山陽新報より）
津山郵便局配達夫のサボタージュ（９、、）
・苫田郡林田村美作和紙ＫＫ職工、四十余名同盟罷工（９、四）
③
小
作
争
議
そ
の
他
川勝田郡勝間田町南部の小作人は去る十一月一一二日総会を開き、
本年の稲作につき連日の暴風雨の為著しく不作であるにより一
般の小作米に対し減額方を地主に申しこむことに決定。
何備中都窪郡帯江村大字帯高の一地主のところへ十二月三日、同
家小作人六十余名がおしかけ強硬な談判をしようとしたが、警
察側の説得により総代十名をえらび交渉。
Ⅶ勝田郡勝田町に於ける小作減額問題は十二月廿一日になり更に
四部落、廿一百更に一部落の小作人が会合し、地主対抗策を協
議、各部落の主張を統一するため二十二第代表者会議を開く。
又、小作争議の他、農民が工場に対し、賠償を要求している例が
みられる。
山陽電化工業ＫＫに対し、久米郡佐良山村民が、提防築造の履
行、損害賠償（９、Ⅳ１ｍ）
大島・藤田鉱業ＫＫに対し邑久郡幸島村の一部落の農民が煙害
賠償を要求（Ⅲ、２）
凶
普
選
運
動
岡山県労働運動史資料（上）の普通選挙運動の項には次のよう
にのべている。
『岡山で普選が論議され出したのは吉野氏等の「黎明」などが
来だしてからである。立憲青年党の家本為一、田中定次へ岩井
寛、立憲急進党の石原猪之吉、百田意、社会主義者の余公芳太
郎、山中草哲、藤田義太郎、等々が集０「岡山普通選挙期成同
盟会本部」という看板を、天瀬十九番地の余公芳太郎理髪店の
表に掲げることとなった。時これ大正七年十一月の頃である。
⑤
差
別
撤
廃
運
動
川備前、御津郡上加茂村特殊民百余名は今回の暴動は概ね特殊
民にして同部落の如きも其範囲にあるものの如く社会より睨
主れ居ると憤慨、暴動が動機となりし廉売は食わずとて是迄
（９９） 
岡山県下の米騒動
･ 
廉米を購入する者一人もなきと。（９，４）
同前述した苫田郡高野村……（９，９）
⑥
そ
の
他
廉売条件その他これをめぐっての小規模の大衆のうごきは各地
にみられる。
又宇野港では家賃引下の大衆運動が行われた。宇野港は昨年来
急激に諾工業発展し、多数の労働者が入ったため住宅払底し、家
主は不当の家賃を強要していた。これに対し、米騒動をきっかけ
として次第に反対運動が高まり、港民会、青年団等も家賃引下
運動に加わった。八月廿五日、調停解決。
以上の資料よりみると、米騒動を中心として大衆運動の高まり
はあるが、その後大正七年内には、大きな発展はみられない。こ
の間は丁度、米騒動関係の裁判の時期であり、又警戒態勢も特に
厳重な時期であった。
この後の大衆運動の発展については、第二部で、農民運動を中
心としてのくる。これによって、県下の米騒動の歴史的意義をと
らえ米騒動の性格の究明に一歩を進めんとするのである。。。ｌⅡ二へ
塵（１）部落の歴史と解放運動一六六’一六七頁。
一九一四（大正三）七月には岡山県福岡村において軍隊
』
宿
営
に
際
し
、
と
く
に
部
落
民
家
の
宿
泊
を
避
け
た
こ
と
に
対
し
、
部
落
民
一
○
九
名
は
村
長
に
抗
議
す
る
と
と
も
に
県
知
事
に陳情書を提出した（中国民報七・二五）。さらに一九
一六年（大正五）一二月には同県小田郡吉田村において
部落民一一○名が一致団結し村長の多年に渡る圧迫に
対して納税不払を以てたたかいに立上った。（山陽新報。
一○・二九）また同年一一月にも勝田郡加茂村におい
て軍隊宿泊についての差別的取扱いに対し部落民が村
役場に押しかけて抗議し、郡長をして謝罪させている
（中国民報一二・二九）
× 
× 
× 
これらは勿論、部落民の天皇制に対する自覚的闘いで
はないが「差別」そのものへの闘いは自覚の端緒とは
考
え
ら
れ
る
。
(１００） 
